
頃
音

楽

１
１４０
１

■

篭灘

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵

「
日
本
絵
画
名
作
展
」

４
月
哩
日
（
土
）
’
５
月
型
日
（
日
）

神
戸
市
立
博
物
館
一
般
７
０
０
円
大

高
生
５
０
０
円
中
小
生
３
０
０
円

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
タ

ィ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
沈
没
で
非
業

の
死
を
と
げ
た
ア
メ
リ
カ
人
富

豪
、
Ｗ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
遺

志
を
つ
い
で
「
言
語
国
境
を
越

え
て
、
世
界
各
地
の
最
も
美
し

い
絵
入
り
本
を
収
集
」
し
た
も

ｇ
ｏ
”

る
。
三
十
六
砿
仙
や
お
と
ぎ
草

子
、
風
俗
画
な
ど
現
代
で
も
な

じ
み
深
い
題
材
を
と
り
あ
げ
、

と
て
も
親
し
み
や
す
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
収
集
当
時
こ
う

い
っ
た
絵
入
り
本
は
あ
ま
り
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
現
在

の
ｕ
本
で
は
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
貴
重
な
作
品

が
多
い
の
も
大
き
な
特
色
で
あ

る
。☆

白
鶴
春
季
展

「
東
洋
の
美
術
」

§
：
：
集
」
し
た
も

の
で
、
こ

れ
ら
の
日

雨
本
絵
画
も

村
「
絵
本
」

癖
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な

視
点
か
ら

捉
え
て
い

３
月
型
日
（
土
）
’
６
月
７
日
（
日
）

白
鶴
美
術
館
大
人
６
０
０
円
大
高
雄

４
０
０
円
中
小
生
２
０
０
円

こ
の
度
の
春
季
展
で
は
一
階

陳
列
室
に
中
国
陶
磁
の
優
品
泥

品
を
、
一
一
階
で
は
昨
年
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
た
「
高
野

大
師
行
状
図
画
」
全
十
巻
（
鎌

蕊
、
覇
、
尽
五
９
Ｊ
１
《
一
冊
単
偲
忽
コ

も
催
さ
れ
る
。
５
月
３
口
Ｈ
過

時
ｌ
文
学
博
士
、
小
島
憲
之

氏
「
日
本
文
学
に
み
る
漢
語
的

表
現
」
５
月
型
日
焔
時
半

ｌ
奈
良
大
学
講
師
．
塩
出
貴

美
子
氏
「
高
野
大
師
行
状
図
画

の
系
譜
」
。

☆
小
・
山
実
稚
恵
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル

４
月
、
、
（
金
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
全
席
指
定
席
２
５
０
０
円

一
九
八
五
年
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で

開
か
れ
た
、
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ

i'1塁
演

劇

そ
が
と
激
し
く
迫
る
。
美
し
か

ろ
う
は
ず
の
犠
牲
的
精
神
も
、

二
人
の
間
で
は
凄
ま
じ
い
姑
と

☆
文
学
座
公
演

「
華
岡
青
洲
の
妻
」

４
月
配
日
（
木
）
ｌ
溺
日
（
土
菟
時
追
分

妬
Ｈ
（
日
）
蝉
時
半
神
戸
寸
花
中
ホ
ー

ル
一
般
３
０
０
０
円
神
戸
労
嘆
雪
員

２
８
０
０
円

天
明
の
初
年
、
紀
州
の
棚
方

医
、
華
岡
青
洲
は
乳
癌
の
麻
酔

薬
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
。

そ
し
て
人
体
実
験
に
な
っ
た
時

背
洲
の
母
、
於
継
は
わ
が
身
の

御
倉
時
代
）

鵬
を
展
示
し

く壷
て
い
る
。

》
権
性
唾
催

ま
だ
講
演
会

小山美稚恵
位いルンア
入てにクノ
賞四おＩ．

彼
女
の
魅
力
は
、
あ
る
と
き
は

大
ら
か
で
生
気
に
あ
ふ
れ
、
ま

た
あ
る
と
き
は
繊
細
で
、
情
趣

豊
か
な
音
色
を
か
も
し
出
す
と

こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
る
。

今
回
は
シ
ョ
パ
ン
以
外
の
曲

も
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
蝿

番
」
シ
ョ
パ
ン
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
３
番
」
リ
ス
ト
「
ピ
ァ
ノ

ソ
ナ
タ
」
。

華岡青洲の雲等
I まのいれた申提
我加てを ･ し供
こ恵嫁間そ出を

く
描
き
出
し
た
作
品
。
何
げ
な

い
日
常
に
忍
び
よ
る
、
現
代
人

の
孤
独
と
狂
気
。
作
・
別
役
実

の
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
風
心

理
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

爵醜 篭溌蕊溌
・たいれれ老な謡, ８面春座キ、杉全次、着な

劇団ふおるむ四のなるた人い０ア時だ公五ヤ加村に第そ実つ
理深女中会条れで人だい・独のハｏタ半あ演十ス恵春失にれにた
瀧借I ﾐ 潔霜簡雛蕊〈＆上胃哩燐災そ戦溌。

冒
冒

E目

雲
畠
三

L二壱
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溌難
｢ 中年の人たちのために」

露もザ

鰯

☆
中
年
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん

７
月
７
口
（
火
）
畑
時
半
神
戸
国
際
会

議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
一
般
２
８
０
０
円

学
生
２
２
０
０
円

昭
和
五
十
二
年
二
月
よ
り
十

一
一
月
ま
で
日
経
新
聞
に
連
載
さ

れ
好
評
を
得
た
小
説
の
舞
台
化

あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
夫
婦
を

主
人
公
と
し
、
子
供
達
と
の
日

常
戦
争
を
中
心
に
現
代
社
会
に

お
け
る
人
間
た
ち
の
悲
喜
交
々

を
軽
妙
の
笑
い
と
涙
で
描
く
ホ

ー
ム
コ
メ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

不
器
用
に
も
楽
し
く
生
き
よ

う
と
す
る
中
年
男
女
に
捧
げ
る

１
１４１
１

ル１８★文１４★１２８★円１１０１☆１２３★１４☆ホ１１★ル３北☆
シ日長化日アル日小ル日ピブル日吉ル日吉テ側朝日浦春
ｉ，‐ ､ 田大ヘルへ林Ｂヘアルへ幾へ岡ルヘ比２，－ ､ 洋の
ガ土悠ホ火フ３火明３ｓ金ノ’３木三３士美土奈Ｏ金子コ
ル､ ~ ' 希ｉ，‐′イ３ｰ 子０５，－′リノ７，－′リ０，－' 恵８，- ' 千０，－′・ン
１４コル１５１０１８リ００ユ９サⅡ０１８サＯ１８子５１８足０１９広サ

: 蝿ョ理＆！餌, ;：時盤, $蝿, M 郷：臓ふ円縛卿
０１５水サ夕｜リアルナル１円抑口神 l I さ
０神卜０，－′Ｉ神ルルル神神卜戸ンＦｒ・
円戸０１８卜戸Ａ力ド戸戸リポコ文淡
碓門時務；‘ヶ瀧僻彫締
ホ神大ｏクル大巾夕ピＩホ子
１戸ホＯホパホホルアトＩ

．
《
・
楽
し
階
，
“
．

芸
術
座
」
に
よ
る
、
生
粋
の
大

阪
弁
芝
居
で
お
届
け
す
る
。

田
辺
聖
子
原
作
、
新
屋
英
や

脚
色
、
道
井
億
次
演
出
。

応
援
歌
ｌ
・
一
市
民
の
立
鰯

か
ら
現
代
を
垣
間
み
る
「
田
辺

節
」
を
、
大
阪
の
新
劇
「
関
西

講魚‘…★
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
公
演

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

３
口
（
金
）
氾
時
神
戸
丈
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
円

☆
ケ
イ
コ
フ
ジ
イ
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

即
日
（
月
）
岨
時
半
ル
ナ
ホ
ー
ル

４
０
０
０
円

☆
浪
曲
名
人
会

鋤
日
（
木
）
蝿
時
Ｎ
際
会
館
３
０

０
０
円

☆
円
・
こ
ど
も
ス
テ
ー
ジ

「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
森
の
狼
た
ち
の

ク
リ
ス
マ
ス
」

２
日
（
木
）
雌
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
大
人
２
６
０
０
円
子
供
２
０

０
０
円
親
子
４
０
０
０
円

☆
松
竹
新
喜
劇

晦
日
（
水
）
胆
時
画
時
半
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
特
等
席
５
０
０
０
円

一
等
席
４
０
０
０
円
二
等
席
３
０
０

０
円

☆
芦
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

コ
ー
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」

砿
演

劇

☆
人
間
を
問
う
「
プ
ラ
ト
ー
ン
」

４
月
中
旬
よ
り
朝
日
会
館
に
て
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
。
大
人
１
２
０
０
円
（
当
日
１
５
０

０
円
）
学
生
１
０
０
０
円
（
火
・
高
生
１

３
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円
）

新
兵
フ
リ
ス
が
配
属
さ
れ
た

の
は
、
殺
す
こ
と
が
現
実
だ
と

言
い
切
る
冷
酷
。
非
情
な
鬼
軍

曹
バ
ー
ン
ズ
が
隊
長
、
そ
し
て

人
間
性
を
失
う
ま
い
と
す
る
エ

リ
ア
ス
を
班
長
と
す
る
最
前
線

の
戦
闘
小
隊
。
考
え
方
も
個
性

大１２
人時
１
０１４
０１１寺
０
円１６

謹 雲螺識鍵鍵難
駕畠鼠諏毒瞳" 蕊灘灘譲撫ンミ廊ンＩ美

／／／ラ／／ア／／／コラ／展／／／ラ火展／／／／
２３１６９ス２１０１１１７８ンリ２４１７１０３リ－Ｌ２８２４１８１０
１１Ｉ展１１卜１１１ク１１１１１１神１１１１
４４４４４５４４１５４４４戸４４４４
／／／／／／／／ル／／／／国／／／／
2 ８２１１４７２６１７２２１０入６２２１５８際３０２６１９１２

も
違
う
人
間
同
士
の
寄
せ
集
め

連
日
死
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
闘
い
続
け
る
小
隊
の
中

で
、
ベ
ト
コ
ン
と
の
壮
烈
な
交

繍
灘
い

く
ク
リ
ス
を
、
マ
ー
チ
ン
シ
ー

ン
が
演
じ
る
「
プ
ラ
ト
ー
ン
」

お
見
逃
し
な
く
。

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

子時４
供日
８ルハ
ｏナ土
O ホー
ｍｉユ０
ル時

☆
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

伊
丹
美
術
協
会
展
４
／
３
１
４
／
８

芦
屋
市
書
道
協
会
役
員
展

４
／
、
１
４
／
醒

砥
野
市
美
術
協
会
展
４
／
Ⅳ
１
４
／
犯

★
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

関
西
一
陽
展
４
／
１
１
４
／
５

★
市
民
寄
席
「
桂
米
朝
独
演
会
」

ｕ
Ｈ
（
土
）
狸
時
半
ル
ナ
ホ
ー
ル

２
５
０
０
円

☆
ピ
ー
ト
ル
ズ
復
活
祭

１
Ⅲ
（
水
）
皿
時
神
戸
ｘ
化
ホ
ー
ル

シ
ー
ガ
ル
－
６
０
０
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
ふ
た
り
の
駅
」

”
日
（
木
）
型
日
（
金
）
妃
時
半
溺

、
（
土
）
皿
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
シ

ー
ガ
ル
８
０
０
円

忽
斎

韓 質
映

画

錘
》
碑
〈
映
画

古
典
芸
能
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ご
ろ
の
大
時
代
劇
。
か
か
る
映
画
を
作
る
イ
ギ
リ
ス
に
感
心
も
す

る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
も
名
僧
の
伝
記
を
映
画
化
は
し
て
い
る
が
と

に
か
く
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
男
ふ
た
り
の
地
味
な
映
画
。
惚
れ
た

や
ま

は
れ
た
は
映
画
初
め
の
五
分
く
ら
い
。
あ
と
は
水
と
山
と
男
だ
け

の
映
画
。
ひ
と
く
ち
に
申
せ
ば
ジ
ェ
レ
ミ
ー
。
ア
イ
ア
ン
ズ
扮
す

る
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
が
南
米
奥
地
に
ジ
ュ
リ
ア
ン
神
父
に
代
っ
て

宣
教
に
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
土
民
に
捕
え
ら
れ
十
字
の
柱
に
し
ば
ら

れ
大
爆
布
イ
グ
ア
ス
か
ら
流
さ
れ
て
し
ま
う
。

映
画
の
始
ま
り
は
ゴ
ー
ゴ
ー
と
と
ど
ろ
く
イ
グ
ア
ス
の
壮
観
。

こ
れ
は
一
九
八
六
年
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ

た
。
デ
・
ニ
ー
ロ
と
ジ
ェ
レ
ミ
ー
。
ア
イ
ア
ン
ズ
の
主
演
。
デ
・

ニ
ー
ロ
は
「
タ
ク
シ
ー
。
ド
ラ
イ
バ
ー
」
「
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
」

そ
の
他
で
御
存
知
。
い
つ
ぽ
う
ジ
ェ
レ
ミ
ー
は
「
ニ
ジ
ン
ス
キ

ー
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
軍
中
尉
の
女
」
に
出
て
は
い
る
が
馴
染
み
は

う
す
か
ろ
う
。
私
は
こ
の
ひ
と
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
舞
台
「
リ

ア
ル
。
シ
ン
グ
」
を
現
場
で
見
て
、
い
い
舞
台
俳
優
だ
と
そ
の
夜

あ
ら
た
め
て
感
心
し
た
。

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
は
ヤ
ソ
教
の
映
画
。
映
画
は
一
七
五
○
年

２
１
４
１
１

こ
』
」
に
十
字
架
が
落
ち
て
ゆ
く
。
人
が
い
わ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
姓
ん

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
こ
の
一
一
一
言
う
な
ら
ば
こ
の
ひ
と
み
ご
く
う
の
洗

れ
い礼

の
、
ン
ヨ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ど
れ
い

さ
て
こ
こ
に
奴
隷
商
人
ロ
ド
リ
ゴ
（
デ
・
ニ
ー
ロ
）
が
妻
と
自

分
の
弟
が
関
係
し
た
こ
と
を
知
り
怒
り
の
あ
ま
り
弟
を
殺
す
。
か

、
、
、
、
、
、
、
、

く
て
ざ
ん
げ
と
し
ょ
く
ざ
い
求
め
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
の
あ
と
を
追

し
忠
ん
じ

い
南
米
奥
地
の
イ
グ
ア
ス
の
川
上
の
大
自
然
児
と
も
い
え
る
グ
ァ

ぞ
く

ラ
ニ
ー
族
の
集
団
村
へ
・

映
画
は
二
時
間
六
分
の
カ
ラ
ー
。
イ
ギ
リ
ス
映
画
は
そ
も
そ
も

く
に

が
記
録
映
画
タ
ッ
チ
で
有
名
と
な
っ
た
国
で
あ
る
。
「
ア
ラ
ン
」

「
描
か
れ
た
人
生
（
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
）
」
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
。
ボ
ー

イ
」
す
べ
て
こ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
映
画
は
記
録
映
画
タ
ッ
チ
で
輝

じ
つ
し
や

い
た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
映
画
と
は
ひ
と
か
わ
違
う
。
ま
さ
に
実
写
ス

タ
イ
ル
な
の
だ
。
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
そ
れ
を
思
わ
せ
る
。
図
書

づ

館
の
古
い
歴
史
書
物
の
カ
ラ
ー
図
を
ひ
ら
い
て
い
る
う
ち
に
そ
れ

が
映
画
と
な
っ
て
迫
っ
て
く
る
感
じ
だ
。

さ
て
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
は
宗
教
侭
達
の
鑑
匪
叫
話
は
古
く
一

い
き
よ
う
せ
か
い

五
四
○
年
に
イ
グ
ナ
チ
オ
が
創
始
し
た
異
教
世
界
の
布
教
活
動
な

の
だ
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
ロ
ド
リ
ゴ
こ
の
ふ
た
り
の
神
父
の
苦
闘
。

こ
の
二
人
の
男
同
士
の
愛
。
宗
教
の
き
び
し
さ
。
つ
い
に
こ
の
ふ

た
り
土
民
の
生
き
神
と
な
り
立
派
な
教
会
を
建
て
る
（
こ
こ
ら
は

映
画
は
タ
イ
ム
を
は
ぶ
い
て
す
っ
と
ば
し
て
い
た
。
そ
れ
で
土
民

き
づ

た
ち
が
力
あ
わ
せ
て
大
き
な
教
会
を
築
い
て
ゆ
く
と
こ
ろ
は
す
べ

て
な
し
。
だ
か
ら
こ
こ
を
そ
れ
を
省
略
そ
し
て
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
教
会
を
意
識
せ
ぬ
と
こ
こ
は
す
こ
し
お
か
し
く
思
え
る
人
も

あ
ろ
う
）
。

う
ば

さ
て
こ
の
地
を
ス
。
へ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
奪
い
合
っ
て
の
戦

、
、
、

い
と
な
り
神
父
ふ
た
り
は
彼
ら
の
ぎ
せ
い
と
な
っ
て
ゆ
く
。
地
味

な
映
画
で
あ
る
が
面
白
い
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
「
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
」
「
キ
リ

ン
グ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
」
。
ぢ
か
の
製
作
現
場
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ギ
ア
は
「
赤
い
テ
ン
ト
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

匙
よ
く
た
ん
け
ん

み
ず

！
。
「
赤
い
一
テ
ン
ト
」
は
南
極
探
検
で
ア
ム
ン
ゼ
ン
を
見
捨
て
て

帰
っ
て
し
ま
っ
た
ノ
ヴ
ィ
ル
将
軍
の
悲
劇
。
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１

ロ
ド
リ
ゴ
神
父
（
口
パ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
）

癖 篭

…
…
'

音
楽
が
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
。

ま
づ
こ
れ
だ
け
揃
う
と
グ
ラ
ン
・
ブ
リ
は
ど
う
考
え
て
も
当
ぜ

ん
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
映
画
と
い
う
も
の
は
イ
エ
ズ
ス
の
古
き

宗
教
伝
道
を
今
に
私
た
ち
の
目
前
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
思
え
ば

私
の
子
供
の
こ
ろ
ヤ
ソ
教
と
い
う
そ
の
信
者
の
こ
と
を
大
正
初
め

（
一
九
一
○
年
す
ぎ
）
ま
で
は
〃
あ
い
つ
ヤ
ソ
や
で
ェ
〃
な
ど
と

か
げ
ぐ
ち
き
い
た
も
の
だ
。
私
の
そ
の
こ
ろ
大
正
五
年
（
一
九
一

》
弐

六
）
ご
ろ
兵
庫
の
西
柳
原
そ
の
エ
ペ
っ
さ
ん
の
ち
か
く
に
野
間
と

監
督
が
「
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ

フ
ィ
。
そ
し
て
こ
の
映
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
が
ロ
バ
ー
ト
・
ボ

ル
ト
。
こ
の
ボ
ル
ト
は
劇
作
家
と
し
て
ま
さ
に
第
一
級
。
彼
の
劇

を
映
画
化
し
た
の
が
「
わ
が
命
つ
き
る
と
も
」
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の

凸
Ｌ
や

私
生
活
を
い
さ
め
た
ば
っ
か
り
に
死
刑
に
さ
れ
た
学
者
の
悲
劇
。

な
お
こ
の
ボ
ル
ト
は
「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
「
ド
ク
ト
ル
・

ジ
バ
コ
」
の
映
画
脚
色
に
も
当
っ
て
い
る
。
そ
し
て
：
：
：
キ
ャ
メ

ラ
が
「
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
ク
リ
ス
。
メ
ン
ジ
ェ
ス
。

い
う
か
な
あ
み
屋
さ
ん
の
二
階
に
日
曜
ご
と
に
二
人
の
西
洋
人
の

あ
ま尼

さ
ん
が
オ
ル
ガ
、
基
を
ひ
い
て
イ
エ
ス
物
語
を
私
た
ち
に
聞
か
せ

た
も
の
だ
。
た
た
み
敷
き
の
日
本
間
十
畳
。
私
は
毎
週
行
っ
た
、

理
由
は
か
え
り
に
紙
ぷ
く
ろ
に
入
れ
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
尼
さ
ん
が

く
れ
る
か
ら
だ
ｃ
や
が
て
私
も
中
学
生
と
な
っ
た
。
兵
庫
の
そ
の

旧
制
三
中
に
英
会
話
の
先
生
が
西
洋
婦
人
。
ジ
ス
・
イ
ズ
・
ア
・

ブ
ッ
ク
と
か
い
ろ
い
ろ
と
教
え
ら
れ
〃
も
っ
と
大
き
な
芦
で
〃
と

い
う
日
本
語
が
こ
の
西
洋
人
の
先
生
う
ま
く
言
え
ぬ
そ
こ
で

蜂
溌
干
．
蛇
騨

イ
グ
ア
ナ
の
滝
に
落
ち
て
ゆ
く
神
父

識
議
鍵
議
鶏
鍵
隷
鱗
鱗
鱗
鍵
鶏

】輔晶髄粍年○

〃
大
き
な
声
で
〃
が
、
い
つ
の
ま
に
か
〃
オ
ー
キ
ャ
ラ
コ
ォ
〃
と

言
う
耳
に
こ
の
西
洋
人
が
開
く
日
本
語
の
発
声
を
そ
の
ま
ま
い
つ

も
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
先
生
の
時
間
は
黒
板
の
ま
え
で

〃
ハ
イ
、
オ
ー
キ
ャ
ラ
コ
ー
〃
・
そ
し
て
私
た
ち
中
学
一
年
生
も

そ
こ
で
声
張
り
あ
げ
て
〃
ジ
ス
・
イ
ズ
・
ア
・
・
ヘ
ン
〃
。
思
え
ば

大
正
の
初
め
こ
の
よ
う
に
西
洋
婦
人
が
英
語
を
教
え
に
は
る
ば
る

日
本
に
や
っ
て
来
た
の
だ
な
あ
含
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
そ
の
よ
う

な
西
洋
人
の
思
い
出
さ
え
も
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
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○
℃
、
ｚ

☆
「
ク
ッ
キ
ー
の
館
」
で

で
き
た
て
の
味
を

神
一
戸
鳳
月
堂
は
、
「
レ
ス
ポ

ワ
‐
，
ル
ー
の
誕
生
加
年
を
記
念

し
て
、
３
月
即
日
、
元
町
本
店

西
隣
に
「
ク
ッ
キ
ー
の
館
』
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
内
部
に
は

蕊
１.クッキーの館」レスポワール

お
菓
子
の
ア
ト
リ
エ
も
あ
り
、

ま
る
や
か
な
出
来
た
て
の
味
を

そ
の
場
で
提
供
し
て
く
れ
る
。

ク
ッ
キ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

コ
ー
ヒ
ー
が
主
な
メ
ニ
ュ
ー

で
、
レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
セ
ッ
ト

（
３
稲
類
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
）

と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
も
楽
し

め
る
。

の
カ
ア
ヱ
ロ
ロ
扇
で
Ｆ
ア
く

☆
Ｗ
ミ
キ
モ
ト

春
の
特
別
展
示
会

春
と
輝
き
の
粋
を
結
集
し
た

ミ
キ
モ
。
、
‐
な
ら
で
は
の
逸
品
エ

ク
セ
レ
ン
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
麗
し
い
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
数
々
を
集
め
た
ミ
キ
モ
・
順

春
の
特
別
展
示
会
が
今
年
も
３

月
調
Ⅱ
に
催
さ
れ
た
。

今
側
の
テ
ー
マ
は
、
〃
花
ｌ

咲
き
匂
う
光
彩
の
フ
ォ
ル
ム
〃
・

季
節
の
中
で
思
い
思
い
に
咲
く

花
を
そ
の
ま
ま
映
し
た
よ
う
な

鶏
エクセレント・パール

色
鮮
や
か
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
楽

し
め
る
。
ま
た
来
場
さ
れ
た
方

に
特
製
ア
ル
バ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
。
大
阪
店
で
は
４
月
３
日
．

４
日
・
５
日
に
催
さ
れ
る
予
定
。

ア
刀
『

★
神
戸
に
生
青
窯
を
構
え
た

檀
上
豊
の
作
陶
展

美
術
陶
磁
器
の
淡
洲
堂
誰
催

に
よ
り
、
３
月
岨
日
か
ら
Ⅳ
ｎ

ま
で
大
丸
前
の
た
じ
ま
画
廊
に

於
て
神
戸
在
住
の
陶
芸
家
、
檀

上
豊
さ
ん
の
個
展
が
開
か
れ
た梱上翌さん

昭
和
訓
年
に
神
戸
に
生
ま
れ

立
杭
焼
の
市
野
弘
之
師
匠
に
師

束
、
丹
波
に
住
み
込
ん
で
５
年

の
ち
独
立
、
印
年
に
は
兵
庫
県

工
芸
作
家
協
会
展
に
入
選
し
て

い
る
。
「
も
と
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル

デ
ザ
イ
ン
を
志
し
て
い
た
の

で
、
陶
器
デ
ザ
イ
ン
は
シ
ン
プ

ル
さ
と
実
用
性
を
兼
ね
備
え
た

も
の
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
」

と
樋
上
さ
ん
。
そ
の
言
葉
ど
う

り
、
作
品
は
程
よ
く
洗
練
さ
れ
、

使
う
楽
し
み
を
覚
え
さ
せ
る
．

お
さ
え
た
色
彩
の
上
品
さ
に
加

え
、
ゴ
ム
の
り
で
模
様
を
作
り

ロ
ウ
ぬ
き
に
し
た
蕊
文
が
極
だ

っ
て
目
を
引
き
、
初
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が

売
約
済
だ
っ
た
。

三
ア
『
ｍ
カ
ヱ
コ
く

★
フ
ァ
ミ
リ
ア
第
８
回

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー

３
月
、
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
が

２
力
川
に
１
－
回
定
期
的
に
行
な

っ
て
い
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ｌ
セ
ミ

ナ
ー
・
が
尤
町
の
中
山
ピ
ル
で
開

か
れ
た
。
今
回
の
テ
，
マ
は

『
よ
り
美
し
い
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ラ
イ
フ
を
楽
し
む
に
は
』
と
し

て
１
部
瀧
〃
イ
ン
ナ
ー
の
選
び

方
・
ナ
イ
テ
ィ
ー
の
フ
ロ
ア
シ

ョ
ー
〃
で
、
ワ
コ
ー
ル
の
チ
ー

フ
デ
ザ
イ
十
－
小
森
尚
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
２
部
が
春
夏

の
マ
タ
ー
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
と
い

う
構
成
。

「
育
児
に
悩
み
の
あ
る
方
が

多
く
、
核
家
族
の
為
、
自
分
自

身
で
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
役
に
立
つ
実
践
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
お
陰
さ
ま
で
好
評

を
頂
い
て
ま
す
。
」
と
こ
の
姫
灘

ヨン
ニティ
ファッシ

楽しめるマタ

ミ
ナ
‐
‐
の
企
画
立
案
者
で
フ
ァ

ミ
リ
ア
の
べ
ビ
ー
コ
ン
サ
ル
タ

ン
‐
、
・
で
も
あ
る
植
草
さ
ん
。
吹

阿
は
５
月
岨
日
兵
庫
医
大
の
朝

Ⅱ
舞
姫
教
授
を
講
師
に
迎
え
〃
赤

ち
ゃ
ん
を
育
て
る
の
は
だ
れ
〃

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

目
印
雷
し
込
み
は
フ
ァ
ミ
リ
ア
本
店

麓
３
２
１
１
２
４
６
８
ま
で

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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リ
ニ
ス
ト
と
し
て
鍔
拍
の
｛
伺

い
、
ユ
ー
デ
イ
・
メ
ニ
ュ
ー

イ
ン
氏
が
田
崎
ホ
ー
ル
で
の

演
奏
会
の
前
日
、
３
月
過
日

に
ダ
イ
ア
ナ
夫
人
を
伴
っ
て

田
崎
真
珠
本
社
を
表
敬
訪
問

し
た
。

P E O P L E 〈5 5 ＞

ニ
ュ
ー
ィ
ン
氏
は
愛
妻
家
と

し
て
も
有
名
で
真
珠
加
工
室

を
見
学
中
、
常
に
夫
人
の
足

を
気
使
う
な
ど
思
い
や
り
深

さ
が
感
じ
ら
れ
る
シ
ー
ン
が

た
び
た
び
。
ダ
イ
ア
ナ
夫
人

は
、
真
珠
の
輝
き
に
目
を
細

め
て
ご
満
悦
の
笑
顔
。
見
学

後
、
お
茶
席
に
入
り
、
日
本

の
美
を
堪
能
さ
れ
た
様
子
だ

っ
た
。 昨

年
和
歳
を
迎
え
、
世
界

各
地
で
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
、
日
本
に
も
田
崎
真
珠

の
招
き
で
来
Ｒ
ｏ
旺
盛
な
演

奏
活
動
を
こ
な
し
て
い
る
メ

▽
応
募
方
法
⑥
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
４
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
紫
普
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

☆
ユ
ー
デ
ィ
・
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン

田
崎
真
珠
を
表
敬
訪
問

世
紀
の
大
天
才
ヴ
ァ
イ
オ

ニ
ア
両
幌
『
刀
○

１
１４５
１

③感性のあるヘヤースタイルを
西野順子くあきら美容室＞
美容師になって約１０年。「ヘヤースタ
イルを決めるのは顔だけでなく、その人
のセンスや環境などのライフスタイルに
いかにあわすかが大切ですから｡ 」と海
外へも積極的に出かけ、日本にない優れ
た感性を肌で感じとって来るという西野
さん。女性も自分の生き甲斐を持つべき
だと意欲的だが、良き協力者のご主人と
８カ月の女の子がいる家庭も大切とのこ
と。

Ｉ繍謹
PR E S E N T
C ＯＲＮＥＲ

『
○
型
◎
の

。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
が
協
賛

し
で
い
る
神
一
癖
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ

ー
ズ
大
批
マ
リ
ン
粕
の
節
１
次
予

遮
の
応
募
締
切
が
目
棚
。
噸
和
“

年
４
月
５
日
必
着
と
な
っ
て
い
ま

す
。
希
剖
者
は
①
全
身
・
上
半
身

の
カ
ラ
ー
写
莫
２
枚
（
Ｓ
ｍ
Ｉ
創

年
投
影
の
モ
ノ
に
限
る
）
③
お
涜

落
・
特
技
な
ど
の
自
堂
Ｐ
Ｒ
文

（
伽
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以

内
）
③
身
長
、
Ｂ
・
ｗ
・
Ⅲ
の
サ

イ
ズ
及
び
、
略
歴
や
血
液
型
①
③

③
と
氏
表
、
年
齢
、
職
業
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
〒
剛
神
戸

市
中
央
区
北
野
町
主
自
２
．
．
７

１
抽
一
・
神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
．
・

ズ
大
賞
実
行
委
員
会
」
宛
ま
で
茸

０
７
８
１
２
２
２
１
６
６
０
４
、

第
２
次
予
選
は
４
月
鎧
口
舞
子
浜

の
ウ
祭
ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
で
。
決
勝

戦
参
加
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
鋤
群
）

の
中
か
ら
も
ベ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
．

没
が
遊
ば
れ
ま
す
。

③
４
月
哩
日
、
蛎
歌
と
唱
欲
を
歌

う
会
が
田
崎
真
珠
ホ
ー
ル
で
他
さ

れ
ま
す
。
出
淡
は
須
膳
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
少
年
少
女
合
唱
団
、
神
戸
フ

ラ
ウ
エ
ン
コ
・
ル
、
関
閲
案
欧
擬

典
会
合
唱
団
の
み
な
さ
ん
で
、
午

後
２
時
半
よ
り
開
演
の
予
定
。
入

珊
撫
料
○

吋
ホ
ー
ル
で
５
月
犯
刑
に
は
、

地
唄
舞
の
松
本
尚
恋
さ
ん
の
リ
サ

イ
タ
ル
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

午
後
４
時
開
浪
。
入
場
料
は
４
，

０
０
０
円
、
学
生
２
，
０
０
０

円
。
落
語
家
の
桂
春
蝶
さ
ん
、
上

方
芸
能
の
．
木
津
川
貯
さ
ん
も
ゲ
ス

ト
参
加
の
予
定
。

》

蕊
三宮本通りにある美容室、ロ
’‐ズあきらより、カット・ブロ
ウを２塙操にプレゼント。赤の
凪を受けへアーもしなやかにス
クイリソグしてみませんか。ロ
ーズあさらなら、あなたの個性
に合わせ、定評あるカット技術

です。

、神戸風月堂より
Ｆクッキーの節』の註食券を
３月2 1 型、元町の風月堂四隣

にオープンした『クヮキーの
雌皇レス訳ワ・ルから試食券を
1 0 名雛ペアでプレゼンＩしま
す。ぎきたてのクッキー、アイ
スクリ・・｣ ､ 、コーヒーをセット
で召しあがってみてはいかが。
まるやかな風味をお楽しみく湾
さい。
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の
酒
飲
人
川
増
を
反
映
し
て

い
飲
酒
」
「
日
本
に
ふ
さ
わ
し

経
理
専
門
学
校
で
開
い
た
。

☆
〃
食
″
を
通
し
て
意
さ
れ
た
Ⅷ
種
類
余
の
料
理
ら
の
会
議
だ
っ
た
。
ん
に
感
謝
状
が
送
ら
れ
、
ま
た

人
と
の
ふ
れ
合
い
大
切
に
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
☆
ソ
ゥ
ル
と
兵
庫
県
が
姉
妹
に
功
労
賞
が
小
池
義
人
、
望
月
美

素
朴
な
お
か
ず
作
り
を
続
け
る
大
嘘
況
ぶ
り
だ
っ
た
．
日
韓
親
善
の
集
い
が
、
２
月
佐
、
佐
藤
廉
．
中
西
勝
、
宮
永

る
中
川
二
葉
の
会
が
「
第
７
回
★
〃
酒
の
道
″
を
求
め
て
娼
日
の
夜
、
生
田
神
社
会
館
で
考
さ
ん
に
送
ら
れ
、
Ｈ
韓
親
善

お
か
ず
大
集
合
ふ
れ
合
い
の
集
２
月
虹
日
（
士
）
午
後
５
時
か
開
か
れ
、
釣
加
名
が
な
ご
や
か
は
一
段
と
深
ま
っ
た
。

い
」
を
、
２
月
加
日
（
金
）
神
戸
ら
、
三
宮
東
急
イ
ン
で
「
酒
を
に
新
春
の
顔
蜂
吾
セ
挺
昨
１
，
☆
延
若
丈
と
共
に

「
お
母
さ
ん
は
、
家
族
を
も
つ中川先生ｒ右端】と捗室の皆さん

太
郎
、
日
下
談
ら
各
閣
僚
、
国

芳
子
、
浜
西
寿
三
郎
、
川
端
柳

子
、
黒
崎
勇
氏
ら
が
デ
ィ
ス
カ

民
代
表
は
、
高
橋
弘
、
須
貝
智

去
年
の
６
月
》
人
口
は
、
最
近

町
迦
人
に
迫
る
勢
い
「
明
る

の
柚
木
学
さ
ん
を
始
め
、
土
井

か
け
で
恨
側
が
誕
生
し
た
の
が

意
さ
れ
た
Ⅷ
種
類
余
の
料
理
ら
の
会
議
だ
っ
た
。

ツ
シ
ョ
ン
。
楽
し
く
飲
み
な
が

い
酒
の
道
」
等
に
つ
い
て
国
王

宮
崎
会
長
、
森
実
勉
さ
ん
ら

146

踊覇穏屋霧蕊雷… ら
親
善
に
尽
力
の
あ
っ
た
十
人

に
、
功
労
賞
が
出
さ
れ
た
。
中

今
年
は
、
兵
庫
県
民
団
側
か坂井元知事・チョゴリ姿の望月さん

乾
杯
。
会
場
に
延
若
丈
を
迎

さ
と
品
の
よ
さ
を
標
よ
わ
せ
た

素
踊
り
を
披
露
。

藤
間
宗
家
の
振
付
け
で
、
涌
脱

の
演
奏
も
。
豊
か
な
雰
囲
気
が

標
よ
う
。

長
唄
「
外
記
猿
」
を
延
若
丈
が

え
、
神
戸
室
内
合
奏
団
の
ヴ
テ

イ
オ
リ
ー
ー
ス
ト
○
○
○
○
さ
ん

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
今
年
は
、

土
井
芳
子
さ
ん
の
音
頭
で
、

☆
神
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囲
気
の
あ
る
イ
ン
テ
リ
ア
も
い

い
。

■
中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
Ｕ
ラ
イ
ン

三
宮
ピ
ル
／
異
人
坂
花
苑
容
３
９
２
１
７

６
０
８
ネ
ー
ベ
デ
ラ
ル
ー
ナ
湾
３
３
２
１

０
０
６
３

☆
も
う
、
気
分
は
ハ
ス
ラ
ー

〃
グ
ラ
ス
片
手
に
ビ
リ
ャ
ー

ド
〃
そ
ん
な
小
粋
な
店
が
、
２

月
狸
日
鯉
川
筋
に
オ
ー
プ
ン
。

昼
間
は
喫
茶
店
（
コ
ー
ヒ
ー

剛
円
）
、
夜
は
バ
ー
（
１
シ
ョ
ッ

ト
Ⅷ
円
よ
り
）
と
し
て
、
ビ
リ

ヤ
ー
ド
な
し
で
も
十
分
満
足
。

ギ
リ
シ
ャ
人
の
コ
ッ
ク
さ
ん
が

作
る
料
理
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

で
味
も
本
格
的
。

ス
タ
ッ
フ
は
若
く
て
気
さ
く

な
人
ば
か
り
で
、
気
取
ら
ず
楽

オ
ー
プ
ン
。
１
階
か
ら
４
階
ま

で
趣
向
を
凝
ら
し
た
フ
ロ
ア
ー

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
１
階
は

ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
ネ
ー
ベ
デ
ラ
ル

ー
ナ
。
２
階
は
昼
は
ジ
ェ
ラ
ー

ト
カ
フ
ェ
、
夜
は
ド
リ
ン
ク
ス

ポ
ッ
ト
。
３
階
で
は
本
格
懐
石

料
理
が
お
手
頃
価
格
で
、
ま
た

４
階
で
は
肴
と
一
品
料
理
の

他
、
寿
司
も
あ
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
〃
味
の
博
覧
会
〃
。
１
．

２
階
は
ミ
ラ
ノ
感
覚
、
３
．
４

階
は
モ
ダ
ン
な
●
中
に
和
食
の
雰

■
ハ
ン
バ
ー
グ
－
５
０
０
円
・
オ
ニ
オ
ン

グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
９
０
０
円
・
コ
ー
ス
料

理
３
５
０
０
円
１
回
北
野
坂
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ピ
ル

☆
素
敵
な
夜
を
演
出
し
ま
す

北
野
坂
の
ふ
も
と
に
新
し
く

誕
生
し
た
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
ク

ラ
ブ
は
、
お
栖
落
な
ム
ー
デ
ィ

ス
ト
・
ス
ペ
ー
ス
だ
。
ｇ
売
の

ウ
ィ
ス
キ
ー
は
、
例
え
ば
ホ
ワ

イ
ト
ホ
ー
ス
な
ら
１
シ
ョ
ッ
ト

釦
ｇ
で
抑
円
。
カ
ク
テ
ル
も
種

類
が
豊
富
で
約
Ⅲ
種
。
そ
の

上
、
料
理
が
美
味
し
い
の
だ
か

ら
申
し
分
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
料

理
焔
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
シ

ェ
フ
が
、
本
格
的
な
料
理
を
供

し
て
く
れ
る
。
フ
ロ
ア
で
は
ラ

イ
ブ
演
奏
に
合
せ
て
ダ
ン
ス
も

め
楽
し
る
。

｢ ふれあいのある店に」と西本店長

３階では懐石料理を

び
っ

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー

北
野
食
堂

中
央
区
北
野
町
４
丁
目
８
１
３

宵
０
７
８
１
２
２
１
１
０
１
６
８

平
日
耐
Ａ
Ｍ
ｌ
３
Ｐ
Ｍ
・
５
１
Ⅲ
Ｐ

Ｍ
／
土
・
日
は
３
１
５
Ｐ
Ｍ
（
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
）
も
あ
り
月
暇
定
休

欧
風
館
の
立
ち
並
ぶ
中
で

一
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
大

し
め
る
プ
ー
ル
バ
ー
だ
。

皿
プ
ー
ル
バ
ー
「
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
デ
ィ
」

昼
／
弧
Ａ
Ｍ
Ｉ
６
Ｐ
Ｍ
ピ
リ
ヤ
ー
ド
フ

ィ
男
剛
円
女
知
円
夜
／
６
Ｐ
Ｍ
ｌ
５
Ａ

Ｍ
男
伽
円
女
加
円

中
央
区
下
山
手
通
４
宮
狸
１
７
０
３
３

お瓶蓉聖間へどうぞ
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蕊
２
Ｆ
宙
３
９
２
‐
０
５
う
１
．
／
平
日
６
Ｐ

Ｍ
Ｉ
３
Ａ
Ｍ
日
・
祭
ｌ
Ｏ
Ａ
Ｍ
．
年
中
無

休☆
異
人
坂
花
苑
が
華
麗
に
変
身

こ
れ
ま
で
北
野
に
あ
っ
た

「
異
人
坂
花
苑
」
が
、
３
月
３

日
装
い
も
新
た
に
生
田
新
道
に

も
珍
し
い
。
盛
り
つ
け
等
に

諜需樋

正
浪
漫
漂
う
北
野
食
堂
だ
。

季
節
感
を
盛
り
込
ん
だ
和
食

を
メ
イ
ン
に
、
究
極
の
洋
食

メ
ニ
ュ
ー
や
お
ふ
く
ろ
の
味

が
楽
し
め
る
。
厨
房
を
守
る

の
が
女
性
コ
ッ
ク
と
い
う
の

一

－－

キュー片手にハスラー気分

女
性
ら
し
さ
が
伺
え
、
四
季

に
応
じ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
も
て

な
し
て
く
れ
る
。
「
お
客
様

と
の
心
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
て
行
き
た
い
。
」
と
、

店
長
の
西
本
さ
ん
。

■
昼
館
（
ひ
る
げ
）
１
０
０
０
円
、

あ
ぜ
道
の
ぞ
う
す
い
８
０
０
円
、
カ

ッ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ス
９
０
０
円
、
ピ
フ

テ
ッ
ク
ラ
イ
ス
９
５
０
円
、
ス
テ
ｉ

キ
ラ
ン
チ
２
５
０
０
円
な
ど
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し
め
る
。

な
お
先
着
２
千
名
に
次
の
催
し
に
ご
招
待

４
月
泌
日
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
」
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
・
ド
ラ

ゴ
ン
ポ
ー
ル

５
月
４
日
「
化
の
笑
待
席
」
吉
本
ヤ
ン
グ

捜
才
全
員
隼
苔

５
月
５
日
「
わ
ん
ぱ
く
カ
ー
ニ
バ
ル
」
超

新
星
フ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ン

図
碓
復
ハ
ガ
キ
に
、
招
待
希
望
日
と
代
表

針
の
住
所
・
氏
名
・
荷
・
年
齢
・
職
業

大
人
・
子
供
別
に
鑑
賞
希
望
人
員
を
記

入
の
上
、
４
月
即
日
ま
で
に
〒
剛
中
央

Ⅸ
ド
山
手
通
５
－
，
１
１
ひ
ょ
う
ご

化
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
ま
で

★
こ
れ
ぞ
現
代
美
術
な
り

今
年
も
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
で
「
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
Ｗ
」
が

２
月
犯
日
、
’
３
月
”
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。

車
式
が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
宮

崎
辰
雄
市
長
を
は
じ
め
、
運
輸

省
自
治
省
等
の
代
表
者
に
よ
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等
が
行
わ
れ

た
。そ

の
後
、
記
念
列
車
は
学
園

都
市
駅
へ
・
学
園
都
市
駅
前
広

場
の
ユ
ニ
バ
ー
ド
ー
ム
に
て
開

通
式
典
が
引
き
続
い
て
行
わ
れ

多
数
の
参
加
者
が
出
席
し
、
開

通
を
祝
っ
た
。

☆
テ
ー
マ
は
人
間
性
と
緑
あ
ふ

れ
る
生
活
文
化
社
会
の
創
造

Ｗ
ひ
ょ
う
ご
花
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
今
年
も
４
月
調
日
Ｉ

５
月
５
日
、
県
立
播
磨
中
央
公

園
・
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
７
会
場
で
開
催
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

１
１４８
１

ま
た
新
た
に
、
メ
リ
ヶ
ン
パ

ー
ク
を
会
場
に
加
え
、
神
戸
Ｊ

Ｃ
主
催
に
よ
る
〃
メ
リ
ケ
ン
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
タ
〃
も
開
催
。

み
な
と
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い

祭
り
に
乞
う
ご
期
待
。

☆
神
戸
市
営
地
下
鉄
全
線
開
通

３
月
肥
日
（
水
）
、
皿
年
間
か

け
て
工
事
を
行
っ
て
き
た
、
神

戸
市
営
地
下
鉄
が
、
西
神
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
ま
で
の
５
．
９
Ｋ
Ｍ

の
部
分
が
完
成
し
、
全
線
開
通

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
神
中

央
駅
と
三
ノ
宮
間
が
羽
分
で
結

ば
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
西

☆
海
を
テ
ー
マ
に
フ
ィ
ー
バ
ー

第
ｎ
回
神
戸
ま
つ
り
が
、
５

月
妬
Ⅱ
（
金
）
Ｉ
Ⅳ
Ⅱ
（
Ⅱ
）

に
開
催
さ
れ
る
。

今
年
の
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
神
戸
開
港
剛
年
と

車
の
発

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル今年は「海」がテーマ

げ繰マを司とい
るりにテ海でう
・広、｜ ｰ 、こ

当
Ｈ

一『

神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
が
進

め
ら
れ
る
。

田嶋悦子作「H i p G a r d e n 」
弓め堂制寸現新の
今、Ｉこを代し最関
一集一美いも西

記念列車のテープカット
記お央西時は
念い駅神よ、
列てに中り１０

を
自
由
に
呼
吸
す
る
ヤ
ン
グ
ア

ー
チ
ス
ト
の
瑞
々
し
い
感
性
と

溌
刺
と
し
た
作
品
で
、
入
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

来
年
も
ま
た
、
新
し
い
芸
術

家
た
ち
に
期
待
一
杯
。

「
ち
え
お
く
れ
」
に
深
い
ご
理
解
を

本
運
動
は
「
ち
え
お
く
れ
の
問
題
を
み

ん
な
の
も
の
に
」
の
願
い
で
、
晒
和
四

十
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
梼
嫌
の

ご
援
助
を
得
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ち
え
お
く
れ
の
問
題
の
正
し
い

理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。
ち
え
お
く
れ

の
人
達
は
、
た
し
か
に
知
能
こ
そ
障
害

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
心
は
純
粋
で
、

人
を
疑
っ
た
り
、
欺
し
た
り
し
な
い
全

面
的
な
信
頼
感
、
こ
つ
こ
つ
と
一
つ
の

こ
と
を
や
り
抜
く
根
気
、
も
の
ご
と
の

真
偽
を
見
抜
く
直
観
な
ど
を
持
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
ち
え
お
く
れ
の
人
を
育
て
た
親

御
さ
ん
は
、
最
初
は
深
刻
な
衝
撃
を
受

け
、
ど
ん
底
の
苦
悩
を
味
わ
う
中
か
ら

立
ち
直
り
、
わ
が
子
と
と
も
に
歩
み
、

子
ど
も
に
教
え
ら
れ
て
成
長
し
、
人
閲

観
の
大
転
換
を
体
験
し
、
す
ば
ら
し
い

人
生
を
創
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
本
部
で
は
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
本
を
出
版
し
て
い

ま
す
。

○
ば
ん
ざ
い
清
き
こ
こ
ろ

Ｂ
五
版
三
八
一
頁
千
円

○
ち
え
お
く
れ
の
話

Ａ
五
版
三
八
頁
三
百
円

○
ま
た
、
本
運
動
の
発
足
以
来
の
歩
み

は
、
次
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
ご
理

解
願
え
ま
す
。

草
の
根
福
祉
運
動
十
五
年
の
歩
み

Ｂ
五
版
一
五
九
頁
千
円

○
な
お
毎
月
の
「
迎
動
の
し
を
り
」

と
、
季
刊
の
「
連
動
の
し
を
り
増
刊

号
」
と
の
年
間
予
約
を
千
円
で
承
わ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前

置
○
七
八
’
二
三
一
’
一
二
一
四

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

昨年も人気のステージ
オ乃家で各催多し
で族展会し彩め
楽連開場をなる
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このアトリエで開講

申講受入

『
現
代
学
生

気
質
』

で
、
展
示
即
売
の
他
、
ガ
レ
ー

ジ
・
キ
ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
、
マ

ン
ガ
の
主
人
公
気
分
で
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
プ
レ
イ
な
ど
、
い
ろ

き
こ
え
る
』
を
撮
影
し
た
。
招
待
者
川
名
、
特
別
招
待
者
エ
ッ
グ
と
い
う
邸
永
漢
氏
の
お

タ
ウ
ン
誌
に
勤
め
る
主
人
公
別
名
が
、
吟
醸
酒
、
純
米
酒
、
嬢
様
が
、
お
父
さ
ん
を
堪
能
さ

蕊；
が剛ラか４のみ￥蕊
続鶏Ｗ誓う: 蝋
．.′ンで主アの，野るた。まへ’灘型群

ホヘ鞠‘:度合に辺々ﾃ ク食: 罷輔総
鵬翼恩雛紹怪瞥
綴舟蕊締継
コプす’もま３、

ジ
な
ど
を
一
同
に
集
め
た
、
関
う
。
と
言
っ
た
内
容
の
作
品
で
て
刑
き
酒
に
よ
り
舵
年
度
咽
き

誌
、
Ｓ
Ｆ
＆
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン
た
め
に
、
差
別
を
受
け
て
し
ま
３
種
を
決
定
す
る
他
、
銘
柄
当

回
入
場
料
伽
円

自
分
の
手
で
自
分
だ
け
の
香

国
輔
嬉
ス
即
脈
鳩
腰
謡
卸
６
水
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
若
杉
光
夫
監
督
神
戸
で
同
蕊
瀦
穐
蝿
鴨
潔
２
時

和
啓
発
映
画
撮
影
場
所
／
存
り
の
家
オ
ラ
ン
ダ
館
中
庭

右
奥
ア
ト
リ
エ

ぬ
弛
濡
溌
郷
編
電
謹
診
誌
（
月
鱗
）

■
時
間
Ａ
Ｍ
ｍ
卵
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
馴
卯
伽

西
最
大
の
同
人
誌
即
売
会
〃
．
あ
る
。
（
脚
本
・
小
林
竜
雄
）
酒
名
人
を
１
名
選
出
す
る
。

ミ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
〃
が
４
月
若
杉
監
督
は
、
大
分
県
別
府
当
日
は
桂
文
太
が
司
会
の

★
集
ま
り
ま
す
、
同
人
誌
仲
間
の
松
村
直
子
と
そ
の
友
人
達
本
醸
造
酒
、
普
通
酒
、
原
酒
、

マ
ン
ガ
同
人
誌
、
ミ
ニ
コ
ミ
が
、
同
和
地
区
の
出
身
で
あ
る
生
酒
の
各
部
門
別
に
優
秀
銘
柄

羽
日
（
祝
）
、
神
戸
国
際
展
示
場
市
出
身
だ
が
、
京
都
帝
大
に
学
他
、
酒
に
ま
つ
わ
る
落
語
を
披

で
開
催
さ
れ
る
。
ん
だ
た
め
、
神
戸
と
も
馴
染
み
露
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。

い
ろ
楽
し
め
る
。

参
加
ス
ペ
ー
ス
が
千
ス
・
へ
Ｉ
深
く
、
神
戸
の
街
を
上
手
く
生
口
申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

ス
と
い
う
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
か
し
た
映
像
に
期
待
し
た
い
．
噸
揃
擁
錐
織
曜
噸
鴻
離

凝ったコスチュームで

妖怪あすきとぎ

〃
濡
懸
袴
峰
蕊
迩
韻
灘
織
駒
愉
冒
子

を
募
集
し
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
続
け
る

☆
貴
方
の
香
り
蔑
扉
誇
志
評
諜
蝿
鮮

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
県
清
柄
青
年
協
議
会
、
涯
五
郷
酒
造
組
合
、

神
戸
大
学
教
謎
学
部
敬
授
の
鞭
荷
は

答
案
朋
紙
に
ら
く
が
き
を
響
か
せ
る
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
ら
く
が
き
雰

案
約
２
万
奴
の
中
か
ら
、
“
年
代
、
ｍ

年
代
、
即
年
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
若
者

像
を
浮
き
出
さ
せ
る
〃
作
品
″
を
選

出
。
そ
れ
ぞ
れ
の
根
本
に
流
れ
る
も
の

が
、
実
は
「
フ
ッ
ー
の
門
本
人
」
の
飯

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
為
、
非
常
に
ユ
ニ

ー
ク
な
現
代
若
将
論
に
な
っ
て
い
る
。

（
神
戸
祈
肌
出
版
セ
ン
タ
ー
１
２
０
０

円
）

場
所
は
阪
急
六
甲
山
側
の
神

戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
で
、
日

本
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
様

が
、
４
月
ｎ
日
（
士
）
か
ら
３
回

毎
週
土
曜
日
６
時
釦
分
よ
り
、

『
妖
怪
講
座
』
を
開
設
す
る
。

『
レ
ベ
ル
』
の
亀
井
澄
夫
さ
ん

田
口
寛
治

鍵ﾘ琴
鱒
“
鼠
鱒
溌
鋳
『
淀
川
長
治
集
成

誕
慨
一
灘
襟
繰
謝
謝
窪
韮

鳶
タ
ア
』

篭
癖

刑

１
１４９
１

荷
を
Ⅲ
に
し
錘
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
寄
席
ｎ
体
が
ど
ん
ど
ん
無

く
な
り
、
落
語
家
が
、
内
分
の
〃
芸
勿

を
披
露
す
る
甥
所
が
難
く
な
っ
て
き
た

・
木
誰
は
、
昭
和
郵
毎
・
よ
り
、
元
町
の

凧
凡
蛍
ホ
ー
ル
で
、
層
に
・
回
開
か
れ

る
恋
雅
亭
の
パ
ン
フ
レ
ワ
ト
を
丹
録
し

た
も
の
で
あ
る
。
百
回
泰
迎
か
え
た
恋

雅
亭
の
、
蓑
を
守
る
こ
と
の
大
変
さ
、

錐
し
さ
が
読
む
者
に
伝
お
っ
て
く
る
。

（
笑
ク
リ
エ
イ
ト
社
１
２
０
０
円
）

９
５
０
年
代
よ
、
現
代
ま
で
、
様
々
な

蝶
体
胆
讐
き
綴
ワ
た
作
仙
が
、
令
何
４

冊
の
本
ｒ
ま
と
め
み
れ
、
出
版
さ
れ
る

こ
と
に
鉱
切
た

本
誌
は
、
一
ど
の
叩
習
・
も
神
順
、
獣
行

が
知
っ
た
、
出
会
っ
た
映
画
人
の
患
い

山
を
築
い
た
作
船
姫
で
、
本
で
域
む
そ

れ
ら
の
人
な
の
羅
雁
と
は
遮
っ
た
側
伽

が
兄
え
、
大
変
に
興
味
深
い

〈
労
翼
瞥
砺
２
２
０
０
円
）

》
鐘
蝿
篇
鯉
。

落
語
を
水
●
気
で
楽
し
も
う
と
思
う
の

な
ら
、
寄
席
で
、
実
際
に
演
じ
て
い
る

荷
を
Ⅲ
に
し
錘
く
て
は
な
ら
な
い
。
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活
動
も
あ
ま
り
香
ば
し
く
な
で
あ
る
。

い
と
い
う
。
そ
れ
に
、
神
戸
七
福
神
を

そ
こ
に
、
今
度
、
神
戸
七
描
き
上
げ
る
の
は
中
西
勝
画

福
神
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
伯
、
書
は
望
月
美
佐
さ
ん
、

な
っ
た
。
大
き
な
智
恵
が
動
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
藤
本
ハ
ル

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
開
は
布
袋
尊
、
有
馬
の
「
念
沸

せ
る
ベ
ー
コ
ン
を
作
っ
た
の
が
落
で
あ
る
。
－
ド
）
を
ひ
っ
さ
げ
て
頑
張
っ

き
っ
か
け
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ハ
芦
屋
へ
ク
セ
ン
ハ
ゥ
ス
貧
０
７
９
７
．
羽
て
い
る
。
レ
タ
ー
は
左
記
ま
で

。
２
５
０
２

〒
卸
大
阪
市
東
区
唐
物
町
３
１
１
１
１
『

ム
を
作
り
、
そ
れ
が
、
や
が
て
☆
０
Ｋ
／
・
俺
が
尼
崎
の
ア
ー
ス
ト
船
場
ピ
ル
－
１
０
３
号
ア
シ
↓

出
と
な
っ
た
。
チ
ェ
リ
ー
ピ
ュ

込
み
の
技
術
で
作
ら
れ
た
自
慢

ウ
芦
屋
川
の
１
階
に
は
西
独
仕

３
月
７
日
芦
屋
に
新
店
舗
を
オ
外
見
と
違
い
な
か
な
か
の
三
枚
帯
封
隼
緋
侭
畔
印
霊
神
催
鍵
超
卸

ｌ
プ
ン
。
い
よ
い
よ
関
西
に
進
目
。

と
い
う
大
人
気
。
地
方
発
送
も
現
在
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ィ
シ
始
峠
捧
脹
卿
詮
榊
塀
迩
峰
蕊
岬
昨
詞

出
来
、
贈
答
品
と
し
て
も
お
酒
ヨ
ン
ラ
ブ
」
（
ナ
ッ
シ
ュ
レ
コ
９
０
０
円
問
合
せ
衝
３
３
‐
１
８
５
３
８

昼
過
ぎ
に
売
切
れ
る
日
も
多
い

の
商
品
が
並
び
、
ベ
ー
コ
ン
は

宝
船
に
乗
っ
て
神
戸
七
福
神
い
た
。
何
ん
と
い
っ
て
も
福
ミ
さ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
を
岡
田

の
神
、
が
一
挙
に
七
社
寺
で
美
代
さ
ん
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を

慶
長
三
年
、
つ
ま
り
明
治
祭
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
石
阪
春
生
画
伯
と
文
化
人
が

元
年
に
神
戸
開
港
以
来
、
今
豪
勢
で
あ
る
。
西
か
ら
「
須
協
力
す
る
、
さ
ぞ
か
し
神
戸

年
で
百
二
十
年
に
な
る
。
磨
寺
」
に
福
禄
寿
尊
、
「
長
ら
し
い
七
福
神
が
誕
生
す
る

神
戸
の
港
湾
を
背
景
に
し
田
神
社
」
は
恵
比
須
神
、
「
湊
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
七
福

て
生
ま
れ
た
、
神
戸
の
造
船
川
神
社
」
で
は
毘
沙
門
天
だ
。
神
は
も
と
も
と
外
国
生
れ
の

や
鉄
鋼
産
業
が
産
業
構
造
の
「
生
田
神
社
」
は
弁
財
天
を
、
神
々
だ
か
ら
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

変
化
な
ど
と
重
な
っ
て
い
ま
再
度
山
「
大
龍
寺
」
は
大
黒
が
よ
く
似
合
う
。

ひ
と
つ
冴
え
な
い
。
天
。
摩
耶
山
「
天
上
寺
」
に
八
Ｙ
Ｖ

時計
≦Ｉ医、

花
／

〒
卸
大
阪
市
東
区
唐
物
町
３
１
１
１
１
フ

、
や
が
て
☆
０
Ｋ
／
・
俺
が
尼
崎
の
ア
ー
ス
ト
船
場
ピ
ル
－
１
０
３
号
ア
ッ
プ

韮
代
官
山
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
－
だ
い
ル
音
楽
産
業
ま
で
。

回
に
ヘ
ク
吉
川
晃
司
ば
り
の
大
型
シ
ン
☆
映
画
愛
し
て
澗
年
″
悲

非
セ
ン
ハ
ガ
ー
が
登
場
。
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
〃
よ
い
映
画
を
多
く
の
人
に
〃

》
帥
》
遅
碑
》
辞
》
》
祢
瞬
ま
う
認
岬
廻
岬
鋸
湘
岬
蛙
計
搾
麺
轟
帯
翻
峠

し

ト
マ
ン
、
俳
優
な
ど
を
経
て
｝
）
年
を
迎
え
る
。
第
１
回
目
は
ピ

ー
た
が
、
の
世
界
へ
。
明
る
い
性
格
で
、
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
の
「
大
地
は

店
舗
を
オ
１
３
今
一
堂
、
聖
嶋
失
脚
２
一
一
ｋ
揺
れ
る
」
で
、
そ
の
後
も
、
日

港
百
二
十
年
を
迎
え
た
港
の
寺
」
は
寿
老
人
と
い
う
こ
と

ソ７自由刃

パめプニ
イに町

に
入
会
し
て
は
？

ＫＡ研ｒＫＩです

映
、
思
わ
ぬ
拾
い
も
の
に
出
会

■
４
／
鯛
、
Ｉ
露
「
ふ
た
り
の
駅
」
５
／
幻

Ｉ
別
「
伽
耶
子
の
た
め
に
」
６
／
露
、
Ｉ
”

記
念
番
組
な
の
で
、
こ
の
機
会

う
こ
、
と
可
も
あ
る
。
４
１
６
月
は

’
5０

⑳
属
◎
国
固
弔
。
、
弓

★
兵
申
蘭
製
爾
交
流
会
（
呼
び
か
け

人
／
貞
松
融
／
須
永
克
彦
／
竹
本
蕊
弘

／
中
村
茂
隆
）
が
、
・
・
凡
串
・
十
一
・
・
冊
に

朝
鐙
兵
庫
信
踊
組
合
本
店
誰
堂
で
発
会

式
が
。
ご
入
会
に
窓
り
た
い
方
は
〈
畑
）

８
６
１
．
２
６
０
９
片
職
（
岬
８
４
１

・
４
５
１
７
叩
村
迄
。

★
塩
路
義
孝
さ
ん
が
区
同
稚
蝿
の
た
め

・
時
移
転
／
仮
住
所
／
東
灘
区
御
影
．
刈

限
・
２
丁
ｎ
浬
ｌ
鋤
御
影
ハ
イ
ツ
加
号
営

弱
９
３
６
２

★
推
埴
流
（
華
道
）
が
創
投
印
刷
係
・
を

迎
え
さ
ん
ち
か
・
顎
１
ル
で
削
始
六
ｉ
年

の
あ
ゆ
み
佳
生
流
い
け
ば
越
展
（
西
村

雲
華
黛
列
／
高
井
翠
花
神
戸
歩
蔀
長
〉

が
３
／
郡
１
３
／
狐
に
朋
催
。

★
進
術
評
論
鎮
乾
由
明
氏
の
ご
母
喰
乾

御
代
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
・
望
月
二
・
昨
・

四
旧
西
宮
の
○
○
○
○
ぜ
、
乾
張
と
播

半
に
”
坐
る
合
同
葬
が
取
り
輯
わ
・
邪
た
。

★
刷
戸
ポ
！
ト
・
ピ
ア
ホ
テ
ル
ー
ア
ラ
ン

シ
＊
ペ
ル
ー
の
ソ
ム
リ
巽
水
劃
兄
ぎ

ん
が
円
満
池
か
．
。
蝋
京
で
総
合
ワ
イ
ン

間
逆
企
撚
グ
ル
ー
ム
ノ
制
サ
ン
ク
を
設
血

奴
輔
役
ソ
ム
リ
エ
に
批
汗
。
〒
伽
或
戚

郷
港
Ⅸ
西
麻
布
３
丁
目
邸
‐
，
鋤
．
・
３
Ｆ

｜
瀕
認
迩
諦
鯉
職
脇
認
滴

掲
６
ｒ
側
加
‐
９
凧
マ
ン
シ
ュ
ン
池
号

雷
“
〈
岬
）
５
１
１
６

★
シ
ン
ェ
ー
ク
・
‐
ズ
柳
藤
本
勝
也
さ
ル

が
木
戸
瑛
子
さ
ん
と
ウ
イ
．
ン
で
ゴ
・
・

ル
イ
ン
さ
れ
愚
伽
に
、
Ｎ
月
。
Ｆ
凹
刑

神
戸
オ
リ
銀
ラ
ク
ル
ホ
プ
ル
で
枯
蛸
披

餓
喪
を
側
か
れ
震
ず
、
お
あ
き
と
う
／

★
歌
県
の
愛
田
洋
子
さ
ぇ
が
、
３
月
旭

矧
に
索
壕
ボ
逆
議
叫
１
丁
目
皿
蒋
１
碁

ァ
ば
声
“
噸
Ａ
で
、
コ
ー
』
恥
１
と
レ
ス
ト

ラ
ン
の
〃
字
ツ
プ
ル
サ
イ
グ
〃
を
力

：
プ
ン
。
宮
（
０
７
９
７
〉
泥
０
２
６
６

☆
ヴ
ア
イ
菊
・
・
ン
リ
ー
ス
・
ぃ
・
の
北
浦
洋

子
さ
ん
が
男
子
出
産
。
４
月
３
Ｈ
は
聯

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
・
神
雪
辱
応
ホ

ー
ル
（
山
・
）
２
０
０
０
円
Ｐ
Ｍ
７
時
よ
り

★
・
臆
・
ム
・
土
・
ヤ
ン
テ
ィ
の
榊
晴
夫
さ
ん

が
向
宅
壱
転
居
。
〒
圃
神
一
旦
叩
中
央
区

浜
辺
通
３
．
Ｊ
目
１
ノ
調
ネ
オ
ハ
イ
ッ
》
・
・

富
１
０
０
２
溌
冨
伽
〈
麺
）
６
８
５
５

★
４
月
”
園
（
月
）
感
覚
化
の
久
武
真
由

美
さ
ん
が
、
ｊ
山
守
蜂
篤
院
で
〃
化
と

笛
の
パ
フ
計
‘
・
マ
ン
ス
を
。
髭
管
は
藤

田
六
郎
兵
衛
（
・
Ｔ
憲
恢
〉
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■
こ
こ
ろ
の
歳
時
記

１
１５１
１

高
橋
孟
（
漫
画
家
）

羽
多
悦
子

（
彫
刻
家
）

大
谷
晃
世

（
大
谷
徳
風
社
社
長
）

伝
統
に
新
し
き

加
味
し
た

セ
レ
モ
ニ
ー
を

り
し
ま
す
の
で
、
前
半
は
伝
統
的
に
、

後
半
は
霊
枢
車
を
呼
ん
で
火
葬
と
い
う

両
方
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

大
谷
そ
う
で
す
ね
。
地
域
地
域
に
よ

っ
て
随
分
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

羽
多
で
も
お
通
夜
や
お
葬
式
を
通
し

て
、
お
寺
の
住
職
か
ら
い
ろ
い
ろ
、
初

七
日
や
、
十
日
、
四
十
九
日
、
百
日
な

ど
仏
様
の
と
む
ら
い
方
や
い
わ
れ
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か

っ
た
。

高
橋
そ
う
そ
う
、
テ
レ
ビ
で
も
丹
波

哲
郎
さ
ん
の
〃
死
後
の
世
界
″
と
か
、

細
木
数
子
さ
ん
の
〃
先
祖
を
泥
れ
〃
と

か
い
わ
れ
る
の
を
見
ま
す
が
、
若
い
人

に
沢
山
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
人
間
に

と
っ
て
〃
死
〃
を
考
え
る
の
は
、
生
き

て
い
る
証
や
か
ら
ね
。

大
谷
今
日
も
師
才
、
血
才
、
詑
才
の

方
々
の
御
葬
式
で
し
て
、
順
序
通
り
に

は
い
か
な
い
の
が
現
代
で
す
ね
。

高
橋
そ
う
、
今
年
は
世
界
の
宗
教

リ
ミ
ソ
ト

会
議
が
日
本
で
開
か
れ
る
。
〃
平
和
〃
を

考
え
て
行
く
こ
と
は
〃
生
き
る
〃
時
間
が

い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

全
葬
連
認
定
潔
祭
専
門
ま
資
絡
承
掲
老

灘
式
会
私
大
谷
徳
風
狂

＃
能
投
大
谷
晃
せ

全
国
葬
祭
悪
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
柊
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
ｉ
ｕ
‐
哩

宮
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
Ⅲ
卿
寺
盾
／
官
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５

大
谷
高
橋
孟
先
生
も
、
先
日
お
母
さ

ま
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

高
橋
故
郷
が
徳
島
で
し
て
ね
。
弟
と

一
緒
に
母
親
は
暮
し
て
い
た
の
で
す
が

八
十
八
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

い
や
－
一
番
、
困
っ
た
の
は
お
葬
式

に
飾
る
顔
写
真
。
何
と
結
婚
記
念
の
集

合
写
真
の
中
か
ら
選
ん
だ
（
笑
）
あ
わ
て

ふ
た
め
く
と
、
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら

ん
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
元
気
な
間
に
ぼ

く
は
、
か
っ
こ
い
い
写
真
を
撮
し
て
決

め
と
か
な
い
か
ん
と
思
い
ま
し
た
よ
。

大
谷
羽
多
先
生
も
、
お
母
さ
ま
が
？

羽
多
え
え
。
私
は
い
ろ
い
ろ
続
き
ま

し
て
ね
。
父
が
病
気
で
寝
込
ん
で
い
た

の
が
亡
く
な
っ
て
、
姉
が
交
通
事
故
に

，
あ
い
、
母
も
看
病
か
ら
疲
労
で
亡
く
な

室
っ
て
、
ま
だ
親
戚
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

震
て
、
大
変
で
し
た
。

銅
そ
の
上
、
一
一
紀
会
の
鴨
居
玲
先
生
や

唾
西
村
功
先
生
の
お
母
さ
ま
な
ど
続
き
ま

謎
し
た
か
ら
、
何
か
お
葬
式
の
ベ
テ
ラ
ン

癖
に
な
っ
て
（
笑
）
ど
う
い
う
手
順
で
や

獲
る
の
や
と
よ
く
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

“
だ
か
ら
手
順
や
準
備
の
こ
と
が
ま
と
め

華
て
判
る
よ
う
な
冊
子
が
あ
る
と
い
い
で

蝿
す
ね
。

に
大
谷
え
え
、
私
共
で
は
、
各
宗
派
、

力徒
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

窪
す
の
で
心
冊
子
に
ま
と
め
て
あ
る
の
で

糖
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

却
羽
多
私
の
故
郷
は
摂
津
の
国
の
北
の

左
方
で
丹
波
に
近
い
農
家
な
の
で
、
お
葬

式
も
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
、
の
ぼ
り
を

持
っ
て
歩
く
よ
う
な
土
葬
な
ん
で
す
。

お
友
達
が
神
戸
か
ら
来
て
下
さ
っ
た

☆
徳
真
会
へ
の
ご
入
会
は
、
雷
叩
（
師
）
５
０
６
８

へ
☆
当
会
員
は
葬
儀
基
本
料
金
の
１
割
引
他
特
典

が
色
々
あ
り
ま
す
。
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騒端則rJw

☆
ボ
ク
の
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ａ
ｍ
ｌ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
ア
メ
リ
カ

…

Ⅲ穴恵
ビぃ
ネっ
スき
り

回

神

鞭

通
《

農匡§
●

瀧§Ｉ

、

真
新
ら
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
中
学
生
を
見
る
と
、

甘
酸
っ
ぱ
い
青
春
時
代
を
思
い
出
す
。
肩
口
を
吹
き
抜
け

て
ゆ
く
挨
っ
ぽ
い
風
、
木
々
の
青
っ
ぽ
い
に
お
い
と
透
明

感
の
な
い
青
空
、
そ
れ
ら
が
入
り
交
っ
た
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク

な
春
の
た
た
ず
ま
い
の
中
で
、
ボ
ク
の
古
ぼ
け
た
黄
色
い

青
春
は
や
も
う
一
度
、
鮮
や
か
に
色
を
放
つ
。
一
流
中
学

に
入
れ
な
か
っ
た
落
ち
こ
ぼ
れ
ば
か
り
を
集
め
た
学
校
に

入
学
し
た
の
は
１
９
６
１
年
の
４
月
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
て
く
る
／
ウ
ォ
ー
ク
・
ド
ン
ト
・
ラ
ン
／
を
聞
き

な
が
ら
、
ボ
ク
は
受
験
勉
強
に
費
や
し
た
２
年
間
を
振
り

返
り
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
挫
折
感
を
味
わ
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
小
さ
な
島
国
の
、
小
さ
な
少
年
の
、
そ
ん
な
、
ち

っ
ぽ
け
な
挫
折
感
な
ど
、
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
た
か
の
よ

う
に
、
時
代
は
大
き
く
動
い
て
い
っ
た
。

毒

隊
派
遣
を
決
定
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
突
入
へ
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た
。
自
由
圏
の
旗
手
、
正
義
の
国
、
強
く
醜
い
ア
メ

リ
カ
が
動
き
出
し
た
。
し
か
し
一
方
、
強
く
醜
い
ア
メ
リ

カ
と
は
反
対
に
、
明
る
く
、
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
に
魅
せ
ら

れ
た
、
ボ
ク
の
様
な
少
年
も
い
た
。
こ
の
年
ア
メ
リ
カ

で
は
プ
レ
ス
リ
ー
の
／
Ｇ
・
Ｉ
。
ブ
ル
ー
ス
／
が
上
映
さ

れ
、
親
た
ち
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
非
難
と
は
う
ら
は
ら

に
、
加
代
の
女
の
子
達
は
そ
の
セ
ク
シ
ー
さ
に
次
々
と
ノ

ッ
ク
・
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
っ
た
。
デ
ル
シ
ャ
ノ
ン
の
唄
う

／
悲
し
き
街
角
／
は
４
週
連
続
全
米
ヒ
ッ
ト
。
チ
ャ
ー
ト

－
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
ボ
ヴ
・
デ
ィ
ラ
ン
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
兜
人
の
観
客
を
前
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
／
ジ
ョ
ニ
ー
。
テ
ィ
ロ
ッ
ト

ソ
ン
／
み
ん
な
素
敵
だ
っ
た
。
青
い
サ
ン
ダ
ー
・
バ
ー

第
拓
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

に
就
任
し
た
、
ジ
ョ
ン
．
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
は
、
こ
の
年
の
１
月
、
南
ベ
ト
ナ

ム
に
対
し
４
，
０
０
０
人
の
特
殊
部

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
５
〉
’

１
ｌ緋
盤 、

１
１５２
１
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■
Ｐ
“
砥
９
。
■
１

．
．
‐
娯
鍵
。

蕊
"蔦鱗 鍔 ド

。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
つ
か
っ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
。
白
い
大
き
な
冷
蔵
庫
。
レ
コ
ー
ド
が
す
り
切
れ

た
ジ
ュ
ー
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
。
タ
イ
ア
を
焦
が
し
て
走
り
去

る
ホ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ド
。
鼻
の
あ
た
ま
が
ツ
ン
と
上
を
向
い

た
ポ
ニ
ー
・
テ
イ
ル
の
女
の
子
。
光
の
海
に
浮
か
ぶ
夜
の

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ク
。
２
人
で
乗
る
メ
リ
ー
・
ゴ

ー
ラ
ン
ド
。
そ
し
て
．
一
一
ｌ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
の
／
ボ
ー
イ
・

ハ
ン
ト
／
は
甘
く
切
な
く
、
ボ
ク
の
心
を
く
す
ぐ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
優
し
く
素
敵
な
香
り
は
、
遥
る
か
大
平
洋

を
越
え
、
ア
ジ
ア
の
片
隅
の
、
ち
っ
ぽ
け
な
島
国
に
住
む

少
年
達
に
も
届
き
始
め
て
い
た
。

識
撫鍵

盟

も

ＰＭ６ｃ５２，ポートアイランド

灘 蕊

Ｐ
Ｍ
伊
Ⅷ

･ 迄

胃

『
虹
一
癖
醒
丞
も
・
も

：

副亜翻

１
１５３
１

駕螺灘
守雰副毒虫藩F ､ 蕊 . R 鯉篭弱

丸
刈
の
一
一
キ
ビ
づ
ら
と
、
風
呂
敷
に
包
ん
だ
教
科
書
、

紺
色
の
ジ
ャ
バ
ラ
の
制
服
と
、
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
１
キ

ロ
を
駆
け
足
で
通
学
す
る
ボ
ク
達
を
監
視
す
る
教
師
達

の
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
叱
姥
、
激
励
の
声
の
中

で
、
学
園
生
活
が
始
ま
っ
た
。
／
団
塊
の
世
代
／
の
中
の

２
５
０
人
は
、
そ
れ
か
ら
の
６
年
間
、
男
だ
け
で
過
ご
す

事
に
な
る
。

季
節
は
春
か
ら
、
む
せ
か
え
る
よ
う
な
夏
に
変
わ
り
秋

が
き
て
、
冬
に
な
っ
た
。
友
達
が
出
来
は
じ
め
、
本
格
的

に
ボ
ク
の
学
園
生
活
は
始
ま
っ
た
。
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：灰
色
の
雲
が
低
く
た
ち
こ
め
る
寒
々
し
い
、
イ
ギ
リ
ス

の
片
田
舎
、
リ
バ
プ
ー
ル
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
ビ
ー
ト
ル

ズ
が
２
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
／
プ
リ
ー
ズ
。
プ
リ
ー
ズ
・
ミ

ー
／
を
リ
リ
ー
ス
し
、
全
世
界
の
若
者
達
を
席
巻
し
た
の

は
１
９
６
３
年
、
ボ
ク
が
中
学
３
年
生
に
な
っ
た
時
の
事

だ
っ
た
。
明
る
い
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
、
南

力
ル
フ
ォ
ル
ー
ー
ア
の
片
田
舎
で
、
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
ビ
ー

チ
・
ポ
ー
イ
ズ
も
（
同
じ
年
の
３
月
）
／
サ
ー
フ
ィ
ン
・

Ｕ
Ｓ
Ａ
／
を
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。
日
本
で
は
吉
永
小
百
合

と
橋
幸
夫
が
唄
う
／
寒
い
朝
／
が
ヒ
ッ
ト
し
、
弘
田
三
枝

鰯

ＰＭ６ｏ３０

子
が
ホ
イ
。
ホ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
で
／
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
／
を
唄
い
／
ス
ー
ダ
ラ
節
／
は
い
／
そ
れ
ま

で
よ
／
と
、
植
木
等
は
無
責
任
路
線
を
ひ
た
走
っ
て
い

た
。
ツ
イ
ス
ト
が
流
行
し
、
ジ
ェ
リ
ー
・
藤
尾
の
／
遠
く

へ
行
き
た
い
／
が
旅
情
を
誘
っ
た
。
団
塊
の
世
代
は
、
し

だ
い
に
意
識
を
持
ち
始
め
、
社
会
の
あ
ち
こ
ち
で
新
ら
し

い
波
を
作
り
出
し
て
い
た
。
学
生
自
身
が
企
画
、
運
営
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
／
ジ
ュ
ー
ー
ア
・
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
／
が
東
京

で
開
催
さ
れ
、
昔
な
が
ら
の
歌
謡
界
に
し
っ
か
り
と
、
模

を
打
ち
こ
ん
だ
の
も
、
こ
の
年
の
事
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
日
本
の
フ
ォ
ー
ク
。
ソ
ン
グ
が
産
ぶ
声
を
あ

げ
た
。
ボ
ク
は
高
校
に
進
み
、
野
球
部
に
入
部
し
た
。

ビ
ー
チ
・
ボ
ー
イ
ズ
が
日
本
に
や
っ
て
来
た
。
１
９
６

６
年
の
１
月
、
前
か
ら
５
列
目
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ

た
ボ
ク
は
、
授
業
が
終
る
の
も
、
も
ど
か
し
く
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
ホ
ー
ル
に
駆
け
つ
け
た
。

白
い
コ
ッ
ト
ン
・
パ
ン
ツ
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
ト
ラ

イ
プ
・
シ
ャ
シ
を
着
た
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
／

マ
イ
ク
・
ラ
ヴ
／
ア
ル
・
ジ
ャ
ー
デ
ン
達
が
ま
ば
ゆ
い
光

の
中
に
い
た
。

ア
カ
ー
ゲ
ー

Ａ
・
Ｋ
。
Ｇ
の
マ
イ
ク
で
、
ア
ン
プ
リ
フ
ァ
ィ
セ
ッ
ド

さ
れ
た
／
サ
ー
フ
ィ
ン
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
／
サ
ー
フ
ァ
ー
・
ガ
ー

ル
／
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ン
／
は
、
目
も
肢
む
ぱ
か

り
の
音
の
洪
水
と
な
っ
て
、
ボ
ク
の
体
内
を
駆
け
め
ぐ

り
、
や
が
て
頭
の
中
で
形
を
変
え
、
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

夏
の
日
の
入
道
雲
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
日
、
ボ
ク
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ァ
の
紺
碧
の

空
を
想
い
な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
／
サ
ー
フ
ァ
ー
・
ガ

ー
ル
／
を
聴
い
た
。
回

１
１５４
１
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１
１５５
１

あ
れ
か
ら
加
年
余
り
ア
メ
リ
カ
は
、
も
う
、
す
っ
か
り

変
っ
て
し
ま
っ
た
。
ジ
ャ
ン
＆
デ
ィ
ー
ン
が
唄
っ
た
、
は

じ
け
る
よ
う
な
青
春
も
、
恋
人
達
が
肩
を
寄
せ
合
っ
て
歩

る
い
た
論
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
・
バ
ー
ド
も
幻
の
ビ
ッ

ク
・
ゥ
エ
ン
ズ
・
デ
ー
を
待
ち
続
け
た
、
屈
強
な
男
達
も

／
時
代
／
と
い
う
、
あ
ま
り
に
も
、
無
機
質
な
流
れ
の
中

で
、
陽
炎
の
よ
う
に
、
仔
く
消
え
て
い
っ
た
。

ＰＭ６ｏ４５

麻
薬
と
失
業
と
膨
大
な
赤
字
財
政
に
悩
む
ア
メ
リ
カ
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
、
い
ま
だ
に
逃
れ
ら
れ
な
い
ア
メ
リ

カ
。

で
も
、
ボ
ク
は
覚
え
て
い
る
。

陽
の
落
ち
た
、
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
の
浜
辺
を
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
空
に
昇
る
坂
道
を
。

灯
が
と
も
り
は
じ
め
た
、
ブ
ロ
ー
ド
・
ウ
ェ
イ
ー
を
。

傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
、
ボ
ク
の
ア
メ
リ
カ
。

も
う
２
度
と
、
昔
の
様
に
ひ
か
り
輝
く
こ
と
は
、
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
戻
れ
な
い
か
ら
、
美
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
。で

も
、
ボ
ク
は
知
っ
て
い
る
。

光
が
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
降
り
そ
そ
ぐ
ボ
ク
だ
け
の
ア

メ
リ
カ
は
、
バ
ー
ボ
ン
・
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
氷
の
中
で
、
い

つ
ま
で
も
、
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
キ
ラ
・
キ
ラ
と
揺
れ

続
け
て
い
る
事
を
。

Ｐ
。
Ｓ

時
々
、
ふ
と
、
遊
園
地
に
行
き
た
く
な
る
。
そ
れ

も
、
夏
の
夕
暮
、
灯
が
と
も
り
始
め
た
頃
。
空
が
茜
色

に
変
わ
り
、
星
達
が
顔
を
見
せ
始
め
る
頃
。
遊
園
地
は

昼
間
と
は
、
全
く
異
っ
た
表
情
を
見
せ
る
。
湿
っ
た
空

気
は
、
冷
め
た
い
風
に
追
わ
れ
、
逃
げ
場
を
失
い
、
室

外
器
の
ま
わ
り
で
、
渦
を
ま
く
。
遠
く
で
、
恋
人
達
の

笑
い
声
が
聞
こ
え
る
。
過
ぎ
去
っ
た
、
思
い
出
が
切
り

取
ら
れ
た
写
真
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
、
蘇
え
る
。

そ
ん
な
時
、
い
つ
も
、
決
っ
て
胸
が
キ
ン
と
痛
く
な

る
。ポ

ー
ト
ピ
ア
・
ラ
ン
ド
・
イ
ン
。
ア
メ
リ
カ
。
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１
１５６
１

■
第
ｎ
Ｍ
神
爪
文
学
賞
佳
作
作
品

ベヂ､▲

i易jI）炎
の
塚
管
．

矢
川
耕
一

絵
／
谷
川
和
巾

色
の
黒
い
年
嵩
な
方
の
車
夫
は
梶
棒
を
握
り
戒
し
、
片
手
で
襟

に
か
け
た
手
拭
を
ひ
っ
ぱ
る
と
雛
の
深
い
顔
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

い
え
か
ｆ

「
ば
か
に
家
数
が
減
つ
ち
ま
い
ま
し
た
ね
。
岡
倉
さ
ん
、
ひ
と
つ

あ
そ
こ
い
ら
に
立
っ
て
る
内
儀
さ
ん
に
で
も
、
訊
い
て
お
く
ん
な

さ
い
よ
」

青
年
を
眼
を
や
る
と
、
な
る
ほ
ど
そ
こ
こ
こ
の
樹
の
陰
や
物
陰

に
女
や
子
供
が
い
て
、
怪
証
そ
う
な
眼
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い

た
。
彼
は
苦
笑
し
、
近
く
で
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
主
婦
の
方
へ

歩
み
よ
っ
た
。

車
上
の
西
洋
人
は
碧
い
眼
で
周
囲
の
林
を
見
ま
わ
し
て
い
た
。

山
高
帽
を
冠
っ
た
男
で
、
歳
の
頃
三
十
ば
か
り
、
気
が
強
そ
う
に

上
を
向
い
た
鼻
、
髭
を
立
て
た
自
信
あ
り
げ
な
口
許
。
頬
骨
の
高

い
削
い
だ
よ
う
な
容
貌
は
知
性
を
窺
わ
せ
た
が
、
茶
色
の
礎
毛
が

落
着
き
な
く
始
終
ま
た
た
い
て
い
た
。

岡
倉
と
呼
ば
れ
た
青
年
は
間
も
な
く
駆
け
戻
っ
た
。

「
金
蔵
さ
ん
、
少
し
来
過
ぎ
た
よ
。
ず
っ
と
手
前
に
荒
物
屋
が
あ

る
そ
う
だ
。
そ
こ
の
親
爺
が
絵
師
だ
と
い
う
か
ら
、
間
違
い
な
い

な
」「

よ
う
が
す
。
オ
ィ
、
戻
ろ
う
」

芝
の
神
明
町
か
ら
増
上
寺
境
内
へ
向
う
ゆ
る
い
坂
道
を
、
西
洋

人
を
載
せ
た
二
人
び
き
の
人
力
車
が
一
台
、
土
の
上
に
轍
の
跡
を

つ
け
な
が
ら
登
っ
て
い
っ
た
。
後
ろ
か
ら
車
を
押
す
恰
好
で
、
下

駄
ぱ
き
の
青
年
が
つ
い
て
ゆ
く
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五
月
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
昨
日

の
雨
で
道
の
端
に
水
が
走
っ
て
い
る
。
空
は
よ
く
晴
れ
、
立
木
の

撒
葉
が
明
る
か
っ
た
。

青
年
は
歩
き
な
が
ら
、
ひ
と
重
険
の
き
つ
い
眼
で
辺
り
を
眺
め

て
い
た
が
、
車
夫
に
声
を
か
け
て
足
を
と
め
た
。

そ
の
附
近
は
芝
山
内
と
呼
ば
れ
る
所
で
、
雑
木
林
と
わ
ず
か
な

州
の
間
に
、
藁
茅
き
屋
根
の
家
が
ま
ば
ら
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。

「
変
だ
な
、
確
か
に
こ
の
道
だ
と
聞
い
た
ん
だ
が
」

彼
は
腰
の
手
拭
を
と
っ
て
汗
を
ふ
い
た
。
緋
の
単
衣
物
の
下
に

シ
ャ
フ

袖
長
の
白
槻
衣
を
着
こ
み
、
ざ
ん
ぎ
り
髪
に
袴
と
い
う
書
生
姿
で

あ
る
。陽

が
高
く
な
っ
て
暑
さ
は
増
し
た
が
、
樹
間
を
涼
し
い
風
が
渡

っ
て
い
る
。
透
明
な
蝋
葉
の
影
が
青
年
の
素
足
の
上
で
ゆ
れ
て
い

た
。
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車
夫
は
若
い
相
捧
に
声
を
か
け
、
梶
棒
を
握
っ
た
。
青
年
が
車
上

へ
声
を
高
め
、
英
語
で
説
明
す
る
。
西
洋
人
は
鷹
揚
に
領
き
、
青

年
に
愛
想
よ
く
片
眼
を
つ
む
っ
て
見
せ
た
。

先
刻
前
を
通
っ
た
時
に
は
雨
戸
で
も
閉
っ
て
い
た
も
の
か
、
青

い
豆
畑
と
隣
合
せ
に
そ
れ
ら
し
い
店
が
あ
い
て
い
た
。
低
い
軒
を

表
へ
差
し
か
け
、
板
敷
の
上
に
土
釜
・
七
輪
・
幕
・
茶
碗
と
い
っ

た
品
を
並
べ
て
い
る
。
軒
に
吊
し
た
五
、
六
足
の
草
蛙
の
緒
に
、

畑
か
ら
伸
び
た
豆
の
蔓
が
し
な
や
か
に
絡
ん
で
い
た
。

録
家
は
ひ
っ
そ
り
障
子
を
と
ざ
し
て
い
る
。
羽
目
板
に
は
古
い

扇
額
が
掛
け
ら
れ
、
墨
の
跡
が
鍋
牛
庵
と
読
め
た
。

岡
倉
は
そ
れ
を
眺
め
、
目
顔
で
こ
こ
だ
と
連
れ
に
知
ら
せ
る
。

西
洋
人
は
車
を
降
り
帽
子
を
直
す
と
背
筋
を
の
ば
し
た
。

「
ご
免
下
さ
れ
」

青
年
が
障
子
の
前
に
寄
っ
て
声
を
か
け
る
。
奥
か
ら
遠
い
声
が

応
じ
心
四
十
ぐ
ら
い
の
女
が
手
を
拭
き
な
が
ら
、
草
履
を
は
い
て

出
て
き
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
何
を
差
上
げ
ま
す
？
」

「
い
え
、
買
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
狩
野
芳
崖
先
生
に
お
目
通
り

が
し
た
く
て
伺
っ
た
者
で
す
」

「
あ
、
そ
う
…
…
は
い
」

妻
女
と
見
え
る
そ
の
女
は
、
西
洋
人
に
眼
を
合
わ
せ
る
と
冠
り

物
を
と
り
、
首
を
す
く
め
て
家
の
中
へ
駆
け
込
ん
だ
。
開
い
た
障

子
の
奥
に
男
の
姿
が
見
え
た
。

画
布
へ
屈
み
こ
ん
で
い
る
そ
の
男
が
顔
を
あ
げ
た
。
妻
女
の
研

き
に
筆
を
お
く
と
、
老
眼
鏡
の
上
か
ら
射
す
よ
う
な
眼
差
し
を
外

に
向
け
た
。

「
芳
崖
先
生
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」

岡
倉
は
そ
れ
に
近
寄
っ
て
腰
を
屈
め
た
。

し
か
し
男
は
応
え
ず
、
無
言
で
外
の
二
人
を
見
詰
め
て
い
た
。

雲
れ
た
顔
で
、
肩
の
骨
が
突
き
出
て
い
る
。
六
十
を
過
ぎ
た
と
見

え
る
厳
し
い
面
差
し
は
、
武
辺
者
に
見
る
よ
う
な
近
寄
り
に
く
い

も
の
だ
っ
た
。

「
何
の
用
か
は
知
ら
ぬ
が
、
毛
唐
人
な
ど
に
用
は
な
い
。
さ
っ

さ
と
行
っ
て
く
れ
」

低
い
声
で
に
べ
も
な
く
言
っ
た
。

「
お
待
ち
下
さ
い
．
…
：
そ
ん
な
ふ
う
に
仰
言
ら
ず
、
話
を
き
い
て

下
さ
い
。
確
か
に
連
れ
は
西
洋
人
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
方
は
東
京
大
学
の
お
雇
教
師
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
と
申

し
、
近
頃
は
文
部
省
の
図
画
取
調
係
も
な
さ
っ
て
い
る
、
日
本
画

に
は
随
分
と
精
し
い
人
な
の
で
す
。
ぜ
ひ
先
生
に
お
話
申
し
た
い

趣
き
が
あ
っ
て
伺
っ
た
の
で
す
」

西
洋
人
が
帽
子
を
と
っ
て
前
に
出
た
。

「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
。
ヨ
ロ
シ
ク
」

絵
師
は
そ
れ
を
白
い
眼
で
眺
め
、
唇
を
き
っ
と
結
ん
で
い
る
。

青
年
が
あ
わ
て
て
続
け
た
。

「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
は
過
日
、
官
の
出
張
か
戻
ら
ら
れ
た
足
で
、

上
野
の
絵
画
共
進
会
へ
参
観
に
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
生
の

お
作
（
桜
下
勇
駒
）
と
い
う
絵
に
接
し
て
大
層
感
銘
さ
れ
、
一
度

先
生
に
逢
っ
て
年
来
の
希
望
を
話
し
、
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
、

こ
う
し
て
今
朝
早
く
本
郷
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
見
え
ら
れ
た
の
で
す
」

岡
倉
は
喋
り
終
る
と
額
の
汗
を
ふ
い
た
。
絵
師
は
肩
の
先
で
吸

い
、
筆
を
執
り
上
げ
た
。

「
ど
こ
か
ら
来
よ
う
と
、
そ
れ
は
そ
っ
ち
の
勝
手
だ
。
話
な
ど
し

て
見
た
と
て
所
詮
は
無
益
、
わ
し
に
そ
ん
な
暇
は
な
い
」

言
い
捨
て
る
と
再
び
画
布
へ
屈
み
こ
ん
だ
。
後
ろ
に
坐
っ
た
妻

女
が
、
気
を
撰
ん
で
い
る
表
情
で
夫
の
背
を
そ
っ
と
つ
つ
い
た
。

岡
倉
は
懐
中
へ
手
を
入
れ
、
巻
紙
を
取
出
す
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教

授
に
示
し
た
。
西
洋
人
が
肯
い
た
。

「
先
生
こ
れ
を
ご
被
見
下
さ
い
。
狩
野
友
信
ど
の
か
ら
頂
い
て
き

た
紹
介
状
で
す
が
…
…
」

岡
倉
は
恐
る
恐
る
そ
れ
を
絵
師
に
差
出
し
た
。
絵
師
は
計
し
げ

に
眉
を
よ
せ
、
老
眼
鏡
を
か
け
直
し
た
。

「
浜
町
か
ら
の
紹
介
だ
と
…
…
？
」

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
表
裏
を
改
め
、
封
を
切
っ
て
文
面
を
眼
で
追

っ
た
。外

は
暑
く
な
っ
て
い
た
。
近
く
で
小
鳥
の
声
が
す
る
。
客
二
人

は
日
向
に
立
っ
て
汗
を
ふ
い
た
。

や
が
て
、
絵
師
は
手
紙
を
巻
戻
し
な
が
ら
妻
に
言
っ
た
。

７
１
５
１
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「
仕
方
が
あ
る
ま
い
の
う
。
ヨ
シ
、
汚
い
所
だ
が
上
っ
て
貰
っ
て

く
れ
」妻

女
は
夫
の
肩
に
手
を
か
け
て
立
上
り
、
外
の
二
人
を
笑
顔
で

招
い
た
。

画
室
の
十
二
畳
間
は
明
る
か
っ
た
。
絵
具
箪
笥
が
二
つ
、
仮
張

り
が
二
丁
置
か
れ
、
そ
の
辺
り
は
き
れ
い
に
片
付
い
て
い
た
が
、

絵
師
の
坐
っ
て
い
た
周
囲
は
ひ
ど
く
散
ら
か
っ
て
い
た
。
胡
粉
の

袋
や
鯵
の
束
、
顔
料
の
揺
り
鉢
・
壷
・
皿
で
足
の
踏
み
場
が
な

い
。
絵
師
と
妻
が
そ
こ
へ
客
の
坐
る
場
所
を
作
ろ
う
と
片
付
け
始

め
た
。客

二
人
は
座
敷
の
入
口
に
立
っ
て
、
見
る
と
も
な
く
家
の
中
を

見
ま
わ
し
た
。
静
か
で
、
夫
婦
の
ほ
か
無
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
言
っ
た
家
具
も
な
い
、
洗
う
よ
う
な
貧
し
さ
に
見
え
た

が
、
隅
々
ま
で
清
潔
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
た
。

「
さ
、
片
付
い
た
ぞ
。
そ
っ
ち
の
座
布
団
へ
坐
っ
て
く
れ
」

家
の
主
は
先
に
坐
り
こ
ん
で
、
手
を
の
ば
す
と
縁
側
の
障
子
を

少
し
あ
け
た
。

強
い
腸
の
臭
い
が
す
る
座
敷
へ
、
二
人
の
客
は
足
を
踏
み
入
れ

た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
窮
屈
そ
う
に
足
を
折
り
、
盛
上
っ
た
膝
の
上

で
山
高
帽
を
抱
え
て
い
る
。
妻
女
は
そ
れ
へ
笑
顔
を
見
せ
、
台
所

へ
立
っ
て
い
っ
た
。

「
わ
し
が
芳
崖
だ
」

絵
師
は
無
愛
想
に
言
っ
た
。

青
年
は
畳
に
手
を
つ
か
え
、

「
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
私
は
岡
倉
覚
三
と
申
す
若
輩
で
、
四
年

前
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
の
ご
薫
陶
を
得
て
ど
う
や
ら
東
京
大
学
を

卒
業
さ
せ
て
頂
き
、
唯
今
は
文
部
省
の
ご
用
係
に
奉
職
致
し
て
お

り
ま
す
。
本
日
は
先
生
と
教
授
の
お
話
に
、
通
需
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
存
じ
ま
し
て
参
上
致
し
ま
し
た
」

「
そ
う
か
、
ご
苦
労
な
こ
と
だ
」

芳
崖
は
そ
れ
ぎ
り
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
取
り
つ
く
島
の
な
い
客
二

人
は
、
眼
の
や
り
場
の
な
い
ま
ま
、
座
敷
の
壁
に
か
け
ら
れ
た
何

枚
か
の
画
布
に
眼
を
や
っ
た
。

芳
崖
が
咳
払
い
を
し
た
。

８
１
５
１
１

「
あ
れ
は
ど
う
だ
？
い
づ
れ
も
下
絵
で
、
弟
子
達
に
写
さ
せ
る
た

め
に
取
っ
て
お
い
た
の
だ
が
」

武
者
絵
に
あ
ご
を
し
ゃ
く
っ
て
言
う
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
小
声
で
岡
倉
に
瞬
く
と
、
岡
倉
が
即
座
に
そ
れ

を
日
本
語
に
直
し
た
。

「
絵
巻
物
の
下
絵
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
と
申
し
て
お
り
ま
す
。
」

「
う
む
。
こ
れ
は
六
枚
絵
続
き
の
犬
追
物
の
図
で
な
、
先
年
陛
下

が
ご
来
臨
下
さ
っ
た
記
念
に
と
い
う
こ
と
で
、
島
津
公
爵
か
ら
依

頼
さ
れ
た
仕
事
だ
。
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
の
は
謂
わ
ぱ
習
作
だ
。

や
蕊
さ
め

一
一
年
か
か
っ
て
大
方
は
仕
上
げ
て
納
め
た
が
、
ま
だ
流
鏑
馬
の
図

が
出
来
て
い
な
い
。
い
ま
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
…
…
見

て
く
れ
」

芳
崖
は
描
き
か
け
た
画
布
へ
立
っ
て
ゆ
き
、
濡
れ
て
い
る
画
幅

を
一
一
人
の
前
へ
ひ
ろ
げ
た
。

あ
や
い
が
さ
む
か
ぱ
き

図
柄
は
綾
簡
笠
に
行
膝
装
束
の
若
武
者
が
鞍
上
で
重
藤
の
弓
篭

か
巽
ら
や

引
絞
り
、
ま
さ
に
鏑
矢
を
射
放
さ
ん
と
し
て
い
る
。

芳
崖
が
そ
れ
に
説
明
を
加
え
る
。

「
構
図
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
似
せ
絵
で
な
、
天
覧
の
競

お
も
て

技
に
出
た
者
の
面
を
そ
の
ま
ま
写
せ
と
い
う
註
文
な
の
だ
」

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
首
を
傾
け
熱
心
に
見
い
っ
て
い
た
が
、
静
か
に

口
を
ひ
ら
い
た
。
岡
倉
が
代
弁
す
る
。

「
あ
た
か
も
古
人
の
絵
に
接
す
る
思
い
が
す
る
。
…
…
狩
野
派
の

絵
と
は
い
え
大
和
絵
に
も
近
い
。
特
に
馬
の
動
き
が
す
ば
ら
し

い
。
か
よ
う
に
言
っ
て
お
り
ま
す
」

芳
崖
は
絵
を
見
な
が
ら
あ
ご
を
撫
で
た
。

「
こ
の
人
は
馬
の
絵
が
好
み
と
見
え
る
。
共
進
会
へ
出
し
た
馬
も

褒
め
て
く
れ
た
と
い
う
が
、
一
体
あ
の
絵
の
ど
こ
が
気
に
入
っ
た

の
だ
。
賞
に
も
入
ら
ず
、
新
聞
で
も
不
評
判
だ
っ
た
が
」

岡
倉
が
そ
れ
を
通
じ
る
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
唇
を
な
め
、
大
き

な
眼
で
芳
崖
を
見
詰
め
て
話
す
。

芳
崖
は
奇
妙
な
物
を
見
る
よ
う
に
眺
め
て
い
た
が
、
岡
倉
に
訊

ね
た
。

「
何
と
言
っ
て
い
る
の
だ
」

「
は
い
。
…
…
自
分
は
世
評
な
ど
に
興
味
は
な
い
。
先
生
の
絵
が
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１

可

百
年
の
伝
統
あ
る
狩
野
派
の
絵
さ
え
、
遂
に
古
画
の
模
倣
か
ら
脱

し
得
ず
、
や
が
て
は
衰
滅
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
と
絶
望
し
か

に
と
う

け
た
時
、
ふ
と
隅
に
置
か
れ
た
表
装
さ
れ
な
い
一
一
頓
の
絵
に
Ⅱ
が

と
ま
り
、
思
わ
ず
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
と
言
い
ま
す
。
「
雪
山

の
暮
渓
」
と
い
う
絵
は
、
無
音
で
静
諦
な
気
韻
が
心
を
ひ
き
締
め

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
「
桜
下
勇
駒
」
と
題
さ
れ
た
方
は
殊
に
素

暗
し
か
っ
た
。
意
匠
が
き
わ
め
て
新
し
い
上
に
、
筆
力
は
ま
さ
に

勇
健
、
画
中
の
馬
が
い
ま
に
も
紙
本
の
外
へ
跳
び
出
さ
ん
ば
か

り
。
…
…
教
授
は
Ｈ
本
画
壇
の
中
で
、
初
め
て
達
人
に
出
遭
っ
た

喜
び
に
躍
り
上
が
ら
れ
た
そ
う
で
す
」

芳
崖
は
腕
を
組
ん
で
聞
い
て
い
た
が
、
急
に
咳
こ
ん
だ
。
浅

い
、
力
の
な
い
咳
が
し
つ
こ
く
続
い
た
。

岡
倉
は
心
配
そ
う
に
見
て
い
た
が
、
咳
が
止
ま
る
と
ま
た
口
を

ひ
ら
い
た
。

「
…
…
丁
度
そ
こ
へ
、
共
進
会
の
役
員
が
通
り
か
か
っ
た
の
で
教

授
は
呼
び
と
め
ら
れ
、
そ
の
二
幅
が
誰
の
作
か
を
訊
ね
ら
れ
ま
し

た
。
す
る
と
そ
の
役
員
は
…
…
え
え
と
、
ど
う
も
こ
れ
を
先
生
の

正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
の
は
、
畢
篭
、
共
進
会
の
審
査
員
や
新
聞

記
者
な
ど
、
観
者
の
側
に
見
識
が
な
い
か
ら
だ
。
そ
う
言
っ
て
お

剛
ま
す
」

芳
崖
は
声
な
く
笑
っ
た
。

「
こ
の
異
人
ど
の
、
少
し
は
絵
が
判
る
よ
う
だ
。
…
…
東
京
日
々

新
聞
の
評
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
聞
い
て
見
て
く
れ
。
こ
う
書
い
て

く
つ
と
．
つ

し
や
が
た
ら
い
も

お
っ
た
。
（
馬
丁
の
目
は
面
白
い
が
、
馬
が
肥
え
す
ぎ
、
馬
鈴
薯
に

足
が
生
え
た
如
く
だ
）
．
．
…
・
山
水
の
方
は
も
っ
と
ひ
ど
か
っ
た
。

せ
ん
じ
ゆ
ね
ぎ
お
っ
た

（
索
三
中
の
山
水
は
松
ヒ
ョ
ロ
リ
と
し
て
、
千
住
葱
を
押
立
て
た
る

趣
き
な
り
）
…
…
絵
と
い
う
も
の
は
、
人
に
よ
っ
て
面
白
い
見
方

が
あ
る
も
の
だ
と
、
こ
な
い
だ
も
友
人
の
雅
邦
と
笑
っ
た
の
だ
」

岡
倉
は
苦
笑
し
、
上
気
し
た
顔
で
そ
れ
を
流
暢
な
英
語
に
直
し

て
ゆ
く
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
頬
を
紅
潮
さ
せ
て
い
た
。
碧
い
眼
を
動

か
し
、
低
い
声
で
喋
っ
て
ゆ
く
。

「
教
授
は
展
覧
場
で
、
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
作
品
を
は
じ
め
、

文
人
画
を
除
い
た
す
べ
て
の
画
幅
に
目
を
通
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
と
言
っ
て
見
る
べ
き
作
品
に
出
逢
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
四
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前
で
申
上
げ
る
の
は
大
変
無
礼
な
の
で
す
が
…
…
」

岡
倉
は
片
手
で
髪
を
な
で
、
困
っ
た
よ
う
な
笑
い
を
見
せ
た
。

「
何
だ
か
知
ら
ぬ
が
、
言
い
か
け
て
や
め
ら
れ
て
は
、
こ
ち
ら
の

気
分
が
よ
く
な
い
。
な
ん
な
り
言
っ
て
見
て
く
れ
」

芳
崖
も
苦
笑
し
て
言
っ
た
。

「
は
い
。
…
…
え
え
と
、
そ
の
役
員
は
絵
を
見
て
、
（
狩
野
芳
崖

か
。
こ
れ
は
長
門
の
田
舎
か
ら
出
て
き
た
気
狂
い
観
爺
で
す
よ
。

な
に
、
大
し
た
絵
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
）
そ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。

教
授
は
そ
の
役
員
に
（
君
達
は
絵
に
つ
い
て
何
一
つ
知
っ
て
い
な

り
と
答
え
ら
れ
、
直
ぐ
さ
ま
共
進
会
の
事
務
局
へ
い
っ
て
、
あ

の
二
値
は
少
く
と
も
二
等
賞
に
は
す
べ
き
絵
だ
と
、
主
張
さ
れ
た

の
で
す
。
：
…
・
教
授
は
前
回
の
共
進
会
に
審
査
員
を
な
さ
っ
て
お

り
、
役
員
の
間
で
も
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
」

に
が

芳
崖
は
腕
組
み
を
と
い
て
苦
く
笑
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
。
実
は
な
、
後
に
な
っ
て
あ
の
絵
に
褒
状
を
よ
こ
し

た
。
ど
う
も
解
せ
ぬ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
納
得
が

い
っ
た
」

言
い
な
が
ら
ま
た
咳
込
み
、
今
度
は
容
易
に
止
ま
ら
な
い
様
子

だ
っ
た
。

「
先
生
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

岡
倉
は
あ
わ
て
、
芳
崖
を
覗
き
こ
む
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
厨
の
方

に
向
っ
て
声
を
挙
げ
た
。

「
な
に
、
心
配
は
い
ら
ぬ
。
…
…
い
つ
も
の
こ
と
だ
」

身
を
屈
め
、
芳
崖
は
咳
に
む
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

台
所
か
ら
と
ん
で
き
た
妻
女
が
、
茶
道
具
を
そ
れ
へ
置
く
と
夫

の
背
を
な
で
た
。

「
じ
き
に
止
ま
る
。
ヨ
シ
、
薬
を
た
の
む
」

妻
女
は
身
を
翻
し
て
厨
へ
走
っ
た
。
芳
崖
は
懐
中
か
ら
白
い
手

布
を
出
し
て
口
を
覆
っ
た
。
手
巾
の
外
へ
赤
い
色
が
惨
み
出
た
。

台
所
か
ら
妻
女
の
ヨ
シ
が
湯
呑
茶
碗
を
運
ん
で
く
る
と
、
ひ
ど

に
ん
に
く

い
大
塗
赫
の
臭
い
が
座
敷
の
中
に
立
ち
こ
め
た
。
二
人
の
客
は
覚
え

ず
眉
を
ひ
そ
め
た
。

芳
崖
は
そ
れ
を
呑
み
こ
み
、
し
ば
ら
く
眼
を
つ
む
っ
て
い
た

が
、
咳
が
止
ま
る
と
笑
っ
て
、
大
儀
そ
う
な
声
で
言
っ
た
。

「
大
抵
の
者
が
こ
の
臭
い
を
嫌
う
。
な
れ
て
し
ま
え
ば
何
の
こ
と

は
な
い
の
だ
が
…
…
大
蒜
は
何
の
病
い
に
も
効
く
薬
だ
。
わ
し
は

そ
こ
の
畑
で
沢
山
作
っ
て
い
る
」

肩
で
息
を
つ
き
、
残
り
の
薬
に
口
を
つ
け
た
。

「
わ
し
に
何
の
相
談
が
あ
る
の
か
知
ら
ぬ
が
、
そ
の
前
に
聞
い
て

お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
…
…
そ
の
異
人
ど
の
は
、
中
橋
の
ご
宗

家
か
ら
名
を
許
さ
れ
て
い
る
と
、
こ
の
書
状
に
あ
っ
た
が
…
」

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
芳
崖
の
言
っ
た
言
葉
の
意
味
が
判
る
ら
し
く
、

ゆ
っ
く
り
領
い
て
見
せ
、
日
本
語
で
答
え
た
。

「
カ
ノ
ｉ
・
エ
イ
タ
ン
。
ナ
マ
エ
イ
タ
ダ
キ
マ
シ
タ
」

●
●
。
●

「
ほ
う
。
そ
れ
は
大
し
た
も
の
だ
。
で
、
え
い
た
ん
ど
の
は
絵
を

描
か
れ
る
の
か
な
？
」

わ
き
で
聞
い
て
い
た
妻
女
も
、
好
奇
の
目
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
見

守
っ
て
い
る
。

今
度
は
判
ら
ぬ
ら
し
く
、
首
を
傾
け
て
岡
倉
を
見
返
え
る
フ
ェ

ノ
ロ
サ
に
代
っ
て
、
岡
倉
が
、

「
い
え
、
狩
野
永
探
と
い
う
名
は
、
日
本
画
鑑
定
の
た
め
の
も
の

で
す
。
…
…
教
授
は
故
国
ア
メ
リ
カ
で
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
後
、

ボ
ス
ト
ン
の
美
術
学
校
で
油
絵
の
技
法
を
習
得
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
日
本
へ
赴
任
せ
ら
れ
て
狩
野
派
の
絵
に
出
遭
い
、
す
こ
ぶ
る

感
動
な
さ
っ
た
の
で
す
。
以
来
今
年
で
ま
る
六
年
間
、
教
授
は
中

橋
ご
宗
家
と
浜
町
の
狩
野
友
信
さ
ん
の
指
導
の
下
に
、
古
画
の
真

筆
。
粉
本
の
こ
と
ご
と
く
研
究
な
さ
れ
、
絵
の
長
短
雅
俗
を
見
き

わ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
頃
よ
う
や
く
鑑
定
を
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
更
に
教
授
は
今
日
ま
で
伝
っ
て
い
る
和
漢

の
鑑
定
書
を
私
共
の
翻
訳
で
殆
ん
ど
読
破
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

上
、
巷
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
古
画
の
名
品
が
痛
ま
し
い
と
、
可

成
り
の
画
幅
を
買
い
集
め
ら
れ
、
そ
の
保
存
研
究
に
も
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
す
。

芳
崖
は
無
言
で
領
き
、
薬
の
湯
呑
茶
碗
の
中
を
の
ぞ
き
こ
ん
で

い
た
が
、

「
し
て
、
わ
し
へ
の
用
向
き
と
言
う
の
は
？
」

客
二
人
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
小
声
を
交
し
た
。
や
が
て
岡
倉

が
領
き
、
顔
を
上
げ
た
。
（
つ
づ
く
）
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